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日本藻類学会々則

第 1条 本会は日本藻類学会と称する。
第 2条 本会は藻学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親睦を図ること
を目的とする。
第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。
1. 総会の開催 (年1回)
2. 藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催
3. 定期刊行物の発刊
4. その他前条の目的を逮するために必要な事業
第 4条 本会の事務所は会長のもとにおく。
第 5条 本長の事業年度は4月1日に始まり，翌年3月31日に終る。
第 6条 会員は次の3種とする。
1. 普通会員(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人叉は団体で， 役員
会の承認するもの)。
2. 名誉会員(藻学の発達に貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会
の推薦するもの)及び特別会員は会費を要しなU、。
3. 特別会員(本会の趣旨に質問し，本会の発展に特に寄与した個人叉は団体で，
役員会の推薦するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名司).職業を記入した入会申込書を
会長に差出すものとする。
第 8条 会員は毎年会費500円を前納するものとする。但し，名誉会員(次条に定
める名誉会長を含む)及び特別会員は会費を要しない。外国会員の会費は2米ドノレ
とする。
第 9条 本会には次の役員を置く。
会長 1名。 幹事若干・名。 評議員若干名。
役員の任期は2ヶ年とし重任することが出来る。但し，評議員は引続き 3耳目選出さ
れることは出来なν、。
役員選出の規定は別に定める。(付則第E条~第:-4条)
本会に名誉会長を置くことが出来る。
第10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事以会長の意を受けて日常の
会務を行う。
第11条 言平議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の諮問にあずかる。評議
員会は会長が招集し，また文書をもって，これに代えることが出来る。
第12条 本会は定期刊行物「藻類」を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。

(付員1])

第 1条 会長は国内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める (その際評議
員会は参考のため若干名の候補者を推薦することが出来る)。幹事は会長が会員中よ
りこれを指名委嘱する。
第 2条 評議員の選出は次のニ方法による。
1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が50
名を越える地区では50名までごとに1名を加える。
2. 総会に於いて会長が会員中より若干名を推薦する。但し，その数は金評議員
の1/3を越えることは出来なャ、。

地区割jは次の 7地区とする。
北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，山製を含む)。中部地区(三重を含む)。
近盟聖地区。中国・西国地区。九州地区(沖縄を含む)。
第 3条 会長及び幹事は評議員を兼任することは出来ない。
第 4条 会長および地区選出の評議員に欠員を生じた場合は，前任者の残余期間次
点者をもって充当する。
第 5条 会員がバッグナンバーを求めるときは各巻500門，分冊の場合は各号170円
とし，非会員の予約購読料は各号250円とする。
第 6条 本会則は昭和42年10月13日より施行する。



イチマツノ 1)殻胞子の形態発生

新村 巌*

1. SHINMURA:τ'he germ加 tion阻 ddevelo卯lentof∞'nchospores of 
Porthyra ~riata KJELLM. 

アマノリ類の発生に関しては，アサクザノリについて古〈から研究され，

近年黒木"が数種のアマノり類について詳しく報告している。千チマツノリの

発生については，右田均が発芽初期の分裂形式について報告しているが，業体

までの発生形態についてはないようである。筆者は主として室内培養によって

イチマツノリの発生を観察し，ニj三の知見をえたので報告する。ド

本文に入るに先だち，終始御指導をいただいた鹿児島大学水産学部 田中

剛博士，並びに鹿児島県水産試験場豊田茂樹養殖部長に謝意を褒します。

材料及び方法

実験に供した糸状体は前報3)のと同じもので，鹿児島県出水地先天然産イ

チマツノり 1株(原藻No.:K-I05)を原穫として1965年4月白8日果胞子付け

し，室温で培養したものである。

殻胞子及び初期発芽体の観察は1965年10月に上記糸状体から放出した胞子

をろ過海本をいれたベトリー血中で培養〈15~20。C〉したものであ手。

5-6細胞体以後葉体まで〈葉長x葉巾・35x6伽m)の発生については，

前報?と同方法で1965年12月1日正室内採苗し人工務水で措聾 (5-20。
C)したものを観察した。 ー ハ込 ... !~ ，"一向

一方，上記の室内採苗した幼芽の一部を， 12月28日から野外漁場〈鹿児島

県谷山市のり場〉でせんいごと網ヒピに巻きつけて培養したが，.ヒピミドロ類

の着生が甚だしし葉長約1阻までの生長を観察するにとどまヲた。

結果昆ぴ考寮

，殻胞子:糸状体から放出lふた胞子は同時に実験した他のーアマノ リ頬の按胞

'鹿児島県水産試験場
The BUlletin of Japanese S∞iety of Phy.∞同W Vol. XVI. No. 2， August 1銃砲
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64 S菜類第16巻第2号昭和43年8月

子にくらべ活発なアメーバ運動 (Pl.， 1-6) をし，やがて球状となる。球状

となった胞子の直径 (Table1)は9-17 p.， 平均値13.4土1.4μで，他のアマ

ノリ類1)5) 6) 7) 8)のそれと比較してやや大きu、。胞子は 1個の塊状あるいは星

状の色素体をもち，濃いあめ色にやや赤味を帝びている。

D吋 |8L919勾9lEL42L912L912お91弘料9凶作品 9
Fm判。 1 31 21 川刊訂 1 21 1 1 1 71 0 

発芽初期:殻胞子は根棒状に伸びて横軸に隔壁を生じて2細胞体となる。

3細胞体までは横の分裂によって伸長し， 4-5細胞体になって縦の分裂がみ

られた (Pl.1， 10-12)。その後は縦の分裂が活発のようで，横軸の分裂によっ

て細胞が6-7段のとき縦の分裂も4-5列の細胞列に達し，卵形ないし円型

の幼芽となる (Pl.1， 13-15)。

幼芽の細胞の配列は体長0.05阻まではほぼ規則的，左右相称的であるが，

0.1回以上になると不規則な配列となった。

幼芽期:体長0.1幽から lmmまでの形態は卵形ないし円形であった (Pl.1， 

16， 17， 20-27)。室内と野外での培養による比較では，体形は殆んど同様で，

体細胞の大きさが室内培養の方でやや大きい感じをうけた程度であった。体基

部細胞からの仮根の発達には明らかな差異が認められた。すなわち，野外培養

の葉体は仮根が多数形成されていたが (Pl.1， 18， 20-24)，室内培養の葉体で

は極めて貧弱であった (Pl.1， 19， 25-27)。そのためか室内培養の葉体はナイ

ロンせんいからかなり容易に脱落した。野外培養の葉体は仮根の発達したもの

がヒピに残存したと考えられるが，むしろこれが天然での健全な形態を示すも

のと推察される。

葉体:葉長1mm以上になると葉長より葉巾の生長が更に大きくなるよう

で，葉長4-Ummの葉長/葉巾は0.6-1.1，10個体平均0.9と葉巾が大きい傾

向を示した。

更に生長した葉体 (Pl.1，28)では35x60皿と葉巾が大きし基部は心臓

- 2ー



新村: イチマツノ H殻胞子の形態発生 65 

形となった。そして，本実験に供した原藻 (45x80皿〉と形状が似てきた。

体色:発芽から 1阻までは室内及び野外培養のいづれも紅褐色を呈し，

アザタザノリの幼体よりやや赤味を強〈感ずる程度でめった。室内培養の方が

野外培養より赤味が強かったが，栄養分の差によったものと想像している。

葉長lmm前後になると体の基部から次第に中央部にかけて緑色をおびて

き，縁辺部に紅色を残すのみとなる。そして2.5mm以上ではすべて葉体の緑紫

色ないし育緑色となりイチマツノり特有の色彩に変化した。このような緑化現

象は他のアマノ P類にはみられないと思われるが，細胞生理学的に興味ある問

題と考える。

なお，二次芽による増殖をするか否かについては確かめなかった。

右田2)は有明滞のイチマツノりの初期発芽について， 1列細胞体から2列

細胞になるいわゆる“N"が4-7であるとしている。これは筆者らの観察と

ほぼ一致している初期発生形態は黒木"が観察したマルパアサクサノりに似て

おり，いわゆるマルパ型の発生に属する。

要 約

1. イチマツノリの殻胞子を培養し，その発生形態について観察した。

2. 殻胞子の直径は9-17μ，平均13.4土1.4pであった。

3. 発芽体が23司j細胞になるのは4-5細胞体の噴であり，マルバ型の発生型

である。

4. 体形は生長するにつれて葉巾の伸びが大きし 10皿以上になると腎臓形と

なる。

5. 体色は発芽当初紅褐色であるが，葉長llD111以上になると緑紫色ないし育緑

色となる。

R白ume

τ'he∞n油田;por，田 ofP01'jJhyra seriata K]ELLM. show am目boidin 
shape at first and th回 sph剖但1，being 9・17P in diameter， rich泊
∞nt回 ts，provided wi出 amassive stellate chromatophore. 
τ'he spo陀 Sglぽminateinto the upright buds加出e回rH田tstage. When 
the cell number attains旬 4-5，longitudinal叫 1division begins， af加 that

悦 bu也 becomem叫ti舵 iate1<回fy出副， and be∞me reniform with a 
round or∞吋atebase.τh∞，lour of plant shows reddish brown at回rly
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66 藻類第16巻第2号昭和43年8月

stage. It b配om回 grl田oishpurple or grl田nishblue wheo the plant reaches 

a length of 1 mm or more. 

文隠

1)黒木宗尚(1961):養殖アマノリの種類とその生活史(アマノり類の生活史の研究

第E報).東北水研報告 18，33-54. 2)右田清治(19ω):有明君事における養殖ノリの

種類.有明海の『のり』養殖 No.2，西海区水研・有明海水産研究会， 7ト胞. 3)新

村搬・権原久幸・田中剛 (1967):イチマツノりの糸状体の綾胞子放出におよほす日長条

件.藻類， 15 C 3 )， 1 -4. 4 )新村巌・田中剛(1968):室内第餐におけるイチマツ

ノリ幼芽の生長と水温，藻類， 16 (1)， 1-6. 5)新村巌・椎原久孝(1966): アマ

ノリ類の糸状体から放出された胞子の大きさ.昭和40年度鹿児島県水試報告， 329-331. 

6)須藤俊造(1954): アサクサノ Hの生活史に就いて，特に秩に立込んだヒピに最初に

着〈胞子の性質 m.日水誌， 20 (6)， 494-496. 7)山崎浩 (1954): アサグサノリ
CPorphyra tenera KJELLM.)糸状体の生態 lI，特に糸状体より放出された胞子につい

て.同1: 20 (6)， 447ー必8. 8) KUNIEDA， H. (1939): 伽 theLife-History of 

Por;州'yratenera KJELLMAN. Jo肌白U.Agric.， Tokyo Imp. Univ.， Vol. XIV， No. 5， 

381-382. 

Explanaωlin of Plate 

The development of the conehospores of Porphyra seriala KJELLM. 

Figs. 1-5.白，nchospo間 inamoeboid form. 

Figs. 6，7. Repo副∞Inch09卯 res.

Fgs. 8-10. Germlings， in 1-3 days old (liberat吋 onOct. 5， 1965). 
Figs. 11-16， 19， 25-28. S低減問ivestages in the growth of plantlets (叩Ituredfrom 

Dec. 1， 1部5in the ind，∞Ir). 15) After 37 days; 16) After 47 days; 19) Shape of 

御 base，25-27) After 70 days; 28) After 120 days. 

Figs. 17， 18， 20-24. Growth of plantlets in the field culture. Materials cultured from 

D民 1，1965 in the ind∞r and removed to field on Dec. 28， '65; 17) ColI岡国
on J血.7， '66; 18) Shape of the b自国;20 & 22) Col1ect岨 on J佃.17: '66; 21& 

23) Collect吋 onJ血.幻， '66; 24) Collected on Feb. 8， '66. 

Fig. 29. The plant growing on rl∞:k in the middle個目 oftidal zone，ωu即ぬd∞
Apr. 4， '65 at Izumi. 
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新村 . イチマツノ リ殻胞子の形態発生 67 

PLATE I 

。 0.1・・・ • . .j'mm{F唱臥トーIg)

0.1 L.........Jlmm (円払20-27)

L--3cm (Fiμ28，29) 
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Fucalesノート (3)Fucus卵の仮根突起に

まずける細胞壁の新生。

中沢信午市高村毅一紳

S. NAKAZAWA* and K. TAKAMURA**: De n，ω'0 fon回，tionof 

也eoel1-噌val1in the rbizoid protuher佃 oein Fucωe邸調.

Fucalesの卵が仮根を生ずるときに Sargassumωnfusumでは卵が最初

から一端の尖った鶏卵形をしていて，その尖った部分に仮根が生ずる(NAKA-

ZAWA 19印1)• Coccophoraでは受精後に卵が白から造形運動して鶏卵形にな

り，やはり尖った部分に仮根ができる(NAKAZAWA1961). また Fucusで

は卵が最初球形で，のちに一端の尖った洋梨形になり，尖った部位が伸長して

仮根となる。このように Fucalesの卵では多くの場合に，尖った部位に仮根を

生ずるという共通現象がある。 Sargassumconfusumでは最初から尖ってい

るから問題外であるが， α加cc，ゆhoraでは卵の造形運動の前と後とで，卵の体
積にはほとんど変化がないから，この造形運動には卵の表面積の変化がおきて

いるはずである。このとき卵の細胞壁が新生せずに緊張するだけであれば，壁

に接する原形質膜や皮部細胞質でも，長軸方向に緊張がおこり，その分子配置

が規則的になり，それが極性の基礎をなすかもしれない。 Fucusでも，もし仮

根突起が，細胞壁の新生なしにおこるのであれば，やはり同様のことが想像さ

れる。しかし，もし仮根突起が壁の新生によるのであれば，問題は別になる。

この点を明らかにすべくこの実験が企画された。

1967年6月1日，室蘭のチャラツナイ浜で採った FucusetJQ1附 'ce備のリ

セプタクルをろ過海水に浮かべ，放卵後約2時間たって，卵をピペットでとり

径4伽m.深さ15mmのペトリざらに海水とともに移し，約6時間後に，卵が器底

に付着し，しかも，まだ仮根突起が生じていないことを確かめ，この海水を流

1)文部省科学研究費 (4:咋度〉による。
市山形大学理学部生物学教室
"北海道大学理学部植物学教室
Tbe Bul1etin of Japanese S∞ietyof Pby'∞，logy Vol. XVI. No. 2. August 19伺
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中沢・高村 Fucal句ノート⑩)Fuc附卵の仮恨突起における細胞壁の新生 ω 

し去り，盛光色素カルコフルオー・ホワイトを飽和した海水を加え.10分後に

これを通常海水で数回洗い，ついで新しい海水を加えて，室内の散光下に培養

した。この卵をオリンパスHLS型盛光顕徴鏡により，フ 4ルターBG12を使
用して観察した。 UVの波長は~320....40Omfl を用いた。観察結果はつぎのとお

りである。

(1) 仮根突起形成前，壁光色素でラベルした卵は強い青縁色の賛光を示す

(図1A)。 この盛光は卵細胞の壁全面に一様にあらわれるが，卵の内部には

見られない。仮根突起が生ずる間近か，つまり受精後10時間くらいたつと，卵

の一部に特別に盛光の強い部域が生ずる〈図1B)。

(2) 仮根突起が生ずると，その先端近くには蛍光はほとんどみとめられず

突起の基部には特に強い蟹光が見られる。またその他の部分には，最初ラベル

したときと同程度の盛光が見られる〈図 1C)。

(3) 仮根突起が伸長するにあたり，伸長部にはほとんど盛光があらわれな

いが，基部には当初とおなじく蛍光があり，その他の部分は最初とひとし〈一

様に畳光を現わしている。

国1.Fucu閣の受精卵を蛍光色素 cal<∞，f1uorwhiteでラベルし，発生
段階を追って鐙光がどこに現われるかを示す。点々 は蛍光。 A.
受精後約6時間，色素でラベルした直後，蛍光は細胞壁全面に一
様に見られる。 B.仮根突起形成直前。 C.仮根突起初期。 D.
仮根伸長期。

以上の結果から，仮根突起とその伸長とは，その部位の壁の新生によるこ

とがわかる。なお，突起部の壁にも極徴の盛光が見られるが，これはラベルさ

れた盛光色素が，新生壁の徴細構造のあいだに拡散してきたものか，あるいは

当初に色素でラベルされたセルローズが新生膜に混入してきたものか不明だ

が，おそらくその両者がまじっているであろう。仮根の基部に特別に強い蛍光

が出現するのは，この部域に他の域からセルローズが集まってくる証拠とみら

れる。そして，まだ仮根突起が生ずる前から，その予定部域とみられる強盛光

性の部域が分化する(図 1B)のは，まずセルローズが特定の部域に集積移動
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70 藻類第16巻第2号昭和43年8月

して，その中央部に細胞壁の新生増加がおこり，ここが仮根分化のセンターに

なることを如実に示している。したがって，仮根突起の分化する以前に，部域

的に，細胞壁生成系が活動するはずで，当然そこにはある種のタンパク合成が

発動せねばならないであろう。これは RNAがこの部域に集積する事実 (NA-

KAZA W A 1966)および仮根突起分化のときにRNAータンパク合成が発動する

こと (NAKAZAWA& TAKAMURA 1967)とよく一致するところである。
盛光色素カルコフルオー・ホワイトが細胞壁によく吸着され，しかも生長

と分化を妨げないことは石田ら(1965)の報告と合致する。

Summary 

The cell-wall of Fucus evanescens eggs was labeled with calcofluor 

white， a fluorescent dye， about 6 hours afters fertilization. Then， they were 

rinsed repeatedly， and cultured wi出 filteredsea water. Later， the site of 
appearan四 ofthe fluorescence was insp配tedin relation to their development 

of the primary rhizoid. At the beginning， early before the rhizoid bulging， 

the fluorescence appeared uniformly in the cell-wall (Fig. 1， A). Later， the 

P配uliarzone in which the fluorescence was specially strong appeared at a 

site of the spherical egg (Fig. 1， B). ln the rhizoid protuberance bulged out， 

the fluorescence was not or scarcely observable in the bulging region， but it 

was specially strong in the base of the hulging， and it was as before in 
the spherical zone excluding the bulging (Fig. 1， C). ln the elongated rhi-

zoid， the fluorescence was also defective， but was specially strong in the 
rhizoidal base (Fig. 1， D). These indicate that the 白ll-wallof the rhizoid 

protuberance did not result from transformation of the preceding cell-wall， 

but was synthesized de 何OVO.

文 献

石田名香雄ほか(1965):Cal<∞，f}ω'r whiteによる細菌の蛍光染色，日本細菌学雑誌 20，
位3-舵6. NAKAZAWA， S. (1950): Origin of凹larityin the eggs of Sargassnm c側・

ルsumAg. Sci. Rep. Tohoku Univ. 4th Ser. 18， 424-4乱一一一一(1961):The 
仰laritythω'ry of morphogenetic fields. Ibid. 27， 57-92. 一一一一一(1966):Regional 

∞E岱ntrationof cyω'plasmic RNA in Fucus eg，伊 inrelation to polarity. Naturwiss.日，
138. 一一一一一&T AKAMURA， K. (1967): An analysis of rhizoid differentiation in 
Fucus e昭:s.Cytologia (in press). 
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能登半島とウラジオストックの

海藻分布について'

舟橋説往柿

S. FUNAHASHI : on the ge<郡富phicaldi柑 ibutionof m釘ine叫酔E
in Noto P，偲泊sulaand Vladivlωωik on the Japan sea 

筆者は日本海の海藻の分類学的・分布学的研究の一環として，本州中央部

において日本海に突出する能登半島と，ソ連邦沿海州のウラジオストックの海

藻を調査する機会を得，それぞれの海藻目録をさきに発表した。

能登半島は北緯約370-37030"，ウラジオストックでは北緯約430で，およ

そ800kmを隔てて恰も日本海を折半するような形で南北に向い合っている。既

報において触れなかったこの西地域の海寝の比較，およびこの両地域それぞれ

の日本海の海藻フロラからみた分布上の特徴について述べる。

本研究に当り，終始御指導を戴いた恩師北海道大学名誉教授山田幸男先生

に，また本稿を草するに当り御教示と御助言を下された当教室の黒木宗尚教授

に厚〈お礼を申し上げる。

能畳半島とウラジオストマクにおげる新産種
うし

前報 (1967)で述べたように，筆者の能登における踏査範囲は能都町字出

津付近から輪島を結ぶ半島の先端寄りの地域である。

この能登産海藻のうち次の34種1品種が従来の該域の報告に見当らず能登

のフロラに新しく加えられる註1)。

緑藻 (4種): 1.ヒピミドロ， 7.ワタシオグサ， 8.ツヤナシシオグサ， 9.

タマリシオグサ。

褐藻 (6種): 16，ケナシシオミドロ， 20.フクリンアミジ， 21.ホソバコモ

*本研究の一部は文部省総合科学研究課題番号4084による。-
'本研究の要旨は日本植物学会第32回大会 (1967.10月，神戸〉において講演。
料北海道大学理学部植物学教室(Dept.Bot.， Fac. Sci.， Hokkaido Univ. Sa-
即 oro，Ja碑n)
The Bul1etin of Ja開田間勤cietyof Phy，∞Ilogy Vol. XVI， No. 2， August 19伺
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72 藻類第16巻第2号昭和43年8月

ングサ， 38.セイヨウハパノリ， 42.カイフモク， 53.カラクサモク。

紅藻 (21種 1品種): 63， 64， 65.ロドコルトン属の 1種， 71.ヨレクサ，

76.エツキイワノカワ， 77.ウラモサヅキ， 80.ヒラムカデ， 86.ネザシノ

トサカモドキ， 95.イソダンツウ， 100.カイノり， 103-f .トゲツノマタ，

107.コスジフシツナギ， 1ω.へラワツナギソウ， 118.スジウスバノリ，

122.ベンテンモ， 123.サンポウイトグサ， 127.ホソイトグサ， 128. ヒメ

イトグサ， 131.モサヤナギ， 134. タロソゾ， 139.カギヒメゴケ。

藍藻 (3種): 145.フトオナワモ， 146.カロスリックス属の 1種， 147.ア

ナリプラリア。

従って先人の報告ずみのものを合わせると，現在の能登半島を含む石川県全体

の海藻は217種となる。このうち，前記の褐藻の 53.カヲクサモクは日本海海

藻のフロラに新しく加えられるものである。

なお，能登半島は東岸即ち金沢大学能登臨海実験所のある方を内浦，西岸

の輪島側を外捕と呼んでいるが，内浦にあって外浦になく，外浦にあって内捕

にないものがある。これについて付記しておく。

内浦にのみ見出されたものは次の21種1品種である。

緑藻 (4種): 7.ワタシオグサ， 8.ツヤナシシオグサ， 11.ホソエガサ，

12.ハネモ。

褐藻 (2種): 16.ケナシシオミドロ， 24.シワヤハズ。

紅藻 (15種 1変種1品種): 62.スサピノリ， 67. ソデガラミ， 68.ガラガラ

69.カギノリ， 79-v.ウツロムカデ， 88.ホソパミリン， 91.カズノイバ

ラ， 93.カギイバラノリ， 95.イソダンツウ， 103-f. トゲツノマタ， 113 

アミクザ， 128.ヒメイトグサ， 135.ウラソゾ， 139.カギヒメゴケ， 142. 

クシノハ属の 1種。

また，外捕にのみ見出されたものは次の19種である。

緑藻(1種): 9.タマリシオグサ。

褐藻 (5種): 21.ホソパコモングサ， 22.ェゾヤハズ， 32.ケウルシグサ，

37.ハバノリ， 49.ナラサモ

紅藻 (13種): 59.ウシケノリ， 60.タロノリ， 64.ロドコルトン属の 1種，

71.ヨレタサ， 75.ナミノハナ， 78.カタノリ， 102. トチャカ， 104.タオ

ヤギソウ， 108.ヒラワツナギソウ， 115.イギス， 119.カギウスパノリ，

註 1) 種名に付した数字は筆者 (1967)の能登海藻目録番号.v.は変種. f.は
品種，本文中以下同じ。
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舟橋: 能畳半島とウラジオストッタの海藻分布について 73 

123.サンポウイトグサ.125.モロイトグサ

一方，筆者が既報 (1966)で取扱ったウラジオストッタの材料は，ソ連邦

の探検隊員 A.KUZNETSOVの1926-1929にわたる採集によるものであるが，

その採集範囲はウラジオスト vタを中心としてピヨトル大帝湾の各所に及んで

v、る。
このウラジオスト vタ産梅藻のうち次の32種3変種5品種が，ソ連邦日本

海泊岸フロラの従来の報告に見当らないので新しく追加される位九

緑藻 (8種2変種1品種): 2-Y.ウスヒトエグサの一変種.3.モツキヒトエ

6.オオバアオサ. 14.シオグサ属の1種.18.キヌシオグサ.19.タマジ

ュズモ.20-f .ネダシグサの属の1品種.21.シリオミドロ属の1種.24. 

モツレグサ， 24-y.ホソモツレグサ.25. トゲナシモツレグサ。

褐護 (8種): 29.へラアミジ.30.エゾヤハズ.31.ソメワケグサ.38.ナ

ガボウルシグサ.43.セイヨウハバノリ.45.フトウイキョウモ.52.ヒバ

マタ.57.ウミトラノオ。

紅寝(15種 1変種4品種): 臼.ニセカレキグサ.65-f .ピリヒバの 1品種，

68.ツルツル.79.アカパギンナンソウ.81.エゾツノマタ，国i-V. ダル

スの1変種.87.コスジフシツナギ.89.ベニハネモ.90-f .コバノクシ

ペニヒパ.91.イギス.91-ft・同品種.91-f 2.同品種.92.フトイギス

94.ザエダ属の1種.95.ヌメハノリ .96.カシワバコノハノリ.97.コノ

ハノリ.98.エナシダジア.101.ムツイトグサ.104.ヤナギノリ属の1種

藍藻 (1種): 109.アナリプラリア。

そこでSINOVAたちの報告ずみのものと合わせると，現在のソ連邦，日本海沿

岸の海藻は総数約320種ということになる。このうち，前記の緑藻の 14.シオ

グサ属の1種， 20-f.ネダシグサ属の1品種， 24-y.ホソモツレグサ，及び紅

藻の91-f 2・イギスの1品種は日本海海藻フロラに新しく加えられるものであ

る。

能登とウラジオストヴクに共通な海藁の生育期と成熟期の比較

筆者の既報告の能登・ウラジオストッタ両地域産海藻の累計は256種であ

るが，これらの年聞を通じて生えていた月と，生殖器官の形成されていた月，

註 2) 種名に付した数字は筆者 (19回〉のウラジオストッタ海藻目録番号.v.は
変種.f.は品種，本文中以下同じ。
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74 

共通種名
月

地繊

{録部}
Tナアオサ 館霊

守予9オ

ヒラ7オ /1) 飽霊

守予;0才

ポ守7，../ 1) 鎗霊
守ヲ9才

申:1，'(7，../1) 飽 R
申予;0オ

且i17茸/"飽霊
申ラジオ

押ナシジオグサ 飽 霊

藻類第16巻第2号昭和43年8月

1 n m 1V V VI 百四1X X nlll 

申予9オー園田園.

9干 9品ズ号 館霊

守ヲジオ

ハネ号館霊

守ラ9オ

{楊窃}

7 ミ i1グサ 飽 3量'""，. ー--_._---------------_.，，---一 一ー一一一一一一一'____ ，' .... 
守予;0才 F・・E・E・-

品ゾヤハズ 飽畳

申ヲ;0オ

，.. ，( 1) 宅随筆

ウラ;0'"

イシ毛ズタ 飽量

守予9才

少守ルシグサ 飽盈

守予;0才

，、パ号 t""総量

守ラ;0'"

市守司t/ 1) 飽量

申予9オ

ヲタロ/1) 鎗登

守予9オ

セ4留守，、'(/1) 8B 釜
~，;o，.. 

'Y JI，号館霊

ウラ;0オ

ワ市メ飽登

守予9オ

7シ且9毛タ 信量

守予;0耳r
申星島予 Jオ 飽霊

。晋;0才

見"fモ p 能量

ウヲ;0ォ

C::::::I 

rzzzza 
ー園田.C=I

J!'IZZZI 

C::::::I 

C::::::I 
IZZZZ掴

一一一一一一"，.…-

.IImZZI .--
""".  

一一一"….，…，…
C:::::I 

一'一…一一一一一，_，_-

.'，111111111111，_，11.盟国 1ft弓"開

B-四 一一一一'，'......#........一一

s7ZaI _開"
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舟橋: 能登半島とウラジオストッグの海藻分布について 75 

共通種名 月
地法 1 11 皿1V V VI 羽田 IX X 

(紅蕊}
ウミゾウメン 能登 lZ.Z2'Z2a. 

ウラlJlt 1=:コ

-1)1ムメ司n'寺 能登 Em.男開閉 B弓~四 E2'ZZZ1J 

ウラジオ

カタ I 1) 能量 ー pmmn
ウヲ9オ c:::=コ

ツルヴル能登 rzmm 

ウラジオ c::コ
イト?ノリ 能登 一--.I'ZlZZ園

ウラジオ c::コ
フタロ 7 1') 能登r:zzzm

fZZl?2?222U2Z28 

ウラジオ !:::コ

XI XIl 

オキツノリ 能登
z~園 管易型盟問団 .r1ZZZ2l lZZlZZ2l 

ウラジオ

トゲツノマタ 能登

ウラジオ
. r-ーーーーーー・・・・噌

タォャ~)I守 能登

ウラジオ

コスジYシツナ￥ 能 登

ウラジオ

ワツナ~ツ申 能量

ウラジオ

イギス能登

ウラジオ

エゴノリ 能登

ウラlJオ

キプリイトグサ 能登

ウラジオ

モロイトグサ 能登

ウラジオ

ショウジヨウケノリ 能 登 rzzzzza
ウラジオ

ウラ V ゾ 能登

ウラジオ

イyムラサキ 能畳

ウラジオ

コザネモ 能畳

ウラジオ

(I'i.部1
7リナプラリア 能登

ウラジオ

ーp?'2?73

-ー.J::::I
眠，.，.，.，.，.ー""，，""l' 11，" l' 111  1..1ー

R'2'ZZZa u 11111111111111111，""''''，'111 

F-ー『

一.....IZZZZZI

ーーーー-----'==コ
一一一一一一111，""，""... 

- E  

"'，'，'，111，'ー.. ..-，，"'''''，11，，" "，，.，. _._-----
F---. --

ーー.mZmII
，喧

rzzzza 
F---. 

ーーー..mzm

lZ1ZZZ2J 

IZZZZZI 

第 1図 能登とウラジオストックの共通種の生育期と生殖期との比較

〔緑藻及褐蕊) (梅線は生育期，枠内は生殖期を示す)
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76 藻類第16巻第2号昭和43年8月

即ち生育期と生殖期は両地域とも標本が多数あったのでその概要を知ることが

できた。そのうち42の両地域の共通種について生育期と生殖期〈緑藻を除く〉

を比較して図示する〈第1図〉。 この共通種の大部分は日本海全域の共通種で

もある。

両地域とも特にウラジオスト γクにおいては必ずしも生育期・成熟期を主

な目的とした調査或は採集ではないので，各種について十分な比較をすること

はできないが，ウラジオストックでは能登より発生がおくれるのではないかと

思われるもの，或は成熟がおくれているのではないかと思われるものがU、くつ

か見られる。

この中でエゴノリは能登・ウラジオストック共に 1月から12月まで周年採

集されたが，能登では四分胞子は8月から 7月，また襲果は3月に形成されて

いたが，ウラジオストックでは8月から10月に四分胞子体のみが観察された。

このことは能登では春から夏に形成される生殖器官がウラジオストックでは夏

の終りから秋にかけて形成されているということになる。アミジグサ，ツルモ

等もこれに近い例のように思われる。これに対し稀ではあるが，能登ではあま

り採集されなかったのに，ウラジオストックでは殆ど周年採集され，殆ど全季

にわたって成熟しているトゲツノマタのような例もある。

能登とウラジオストック両地域の日本海の

海蕩フロラからみた分布上の特徴

能登とウラジオストックそれぞれの海藻フロラを日本海全域の海藻フロラ

と比較して，両地域が海藻の分布上どのような特徴を示しているかを，既往の

文献を引用して検討してみた。

既往の文献を利用する上において決めた筆者の日本海の範囲は，日本海に

通ずる四つの海峡をそれぞれ次の地点で結んで境界とした。

タタール海峡:樺太北緯500以南(但しソ連邦本土東岸はアムール河口付近〉

宗谷海峡:樺太西能登呂岬一北海道宗谷岬，津軽海峡:北海道白神岬ー青森県

竜飛崎，朝鮮〈対馬〉海峡:山口県吉見一韓国釜山。

筆者の調査を加えて，日本海沿岸から現在までに820余種の海藻が報告さ

れている。これらをみると必ずしも日本海全域にわたって十分な調査が行なわ

れているとは言えない。また或地域ではよく調査されているが，他の地域では

調査の極めて不十分な分類群もある。筆者の両地域における調査も必ずしも全

分類群にわたっているとは言えなu、。
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舟橋: 能登半島とウラジオストックの海藻分布について '17 

従って能登，ウラジオストックの海謀と日本海の他の沿岸の海謀との分布

を論ずるには時機尚早の気もするが，将来の完成を期し，現時点において文献

上に現われる両地域の日本海全域からみた南限種，北限種，及び特産種を列挙

しておく。

能畳半島

(1) 南限種即ち能登以北の日本海東側の他沿岸からは知られているが，以南

からは報告のないものは次の34種1変種である駐 330

渇藻 (5種): 16.ケナシシオミドロ，ホマタザキクロガシラ， 22.エゾヤハ

ズ， 42.カイフモク， 48.フシイトモク。

紅藻 (29種1変種): 63， 64， 65.ロドコルトン属の1種， 77.ウラモサヅキ，

79-v.ウツロムカデ，傘タンパノリ*ヒラキントキ， 86.ネザシノトサ

カモドキ， 88.ホソパミリン， 94.サイダイパラ， 1ω.ヘラワツナギソウ，
*キヌイトイギス，本ホソナガベニハノリ， 118.スジウスパノリ，

121.ダジア属の 1種，事ケプカダジア， 124.キプリイトグサ， 126.ノトイ

トグサ， 127.ホソイトグサ， 128.ヒメイトグサ， 131.モサヤナギ，事ホソ

ヤナギノリ，ホヒメコザネモ，事ヒメゴケ， 139.カギヒメゴケ， 140.クロ

ヒメゴケ， 141.クモノスヒメゴケ， 142.クシノハモドキ*イトフジマツ。

(2) 北限種即ち能登以南の日本海東側の他沿岸から知られているが，以北か

らは報告されていないものは次の6種 1変種である。

緑藻(1種):キクロミル。

紅藻 (5種 1変種):ホホソベニモズク， 89-v.ホソユカリ，事ヒメユカリ

108.ヒラワツナギソウ*ニッポンイトグ、サ。

(紛特産種即ち能登にだけ知られ日本海全域の他沿岸に見出されていない種

は次の3種1品種である。

緑藻(1種): 11.ホソエガサ。

褐藻(1種): 53，カラクサモク。

紅藻(1種1品種):九f.コサイダイパラ。

ウラジオスト・7ク

(1) 南限種 ウラジオストック以北の日本海西側の他沿岸即ちソ連邦東岸にあ

註 3) 種名に付した場印は文献によるもので，筆者の採集できなかった種である。

本文中以下同じ。
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って，以南からは報告されていないものは次の13種2変種である。

緑藻 (4種1変種): 1.ホソヒピミドロ， 2-v.ウスヒトエグサの 1変種，

12.スジアオノリ， 23.マリモツレグ、サ。

褐藻 (4種): 34，モツキチャソウメン， 44.ウイキョウモ， 50.チガイソ，

54.ネプトモク。

紅藻 (5種 1変種): 64.アカパ， 74-v.ェゾツカサノリ， 78.ネツキイタ

ユグサ， 81.エゾツノマタ， 103.マキイトグサ。

(幼北限種 ウラジオストック以南の日本海西側の他沿岸即ち主に朝鮮半島東

岸にあって，以北から報告のないものは次の14種である。

緑藻 (2種): 18.キヌシオグサ， 19，タマジュズモ。

褐藻 (5種): 30.エゾヤハズ， 31.ソメワケグサ， 43.セイヨウハパノリ，

52.ヒパマタ， 57.ウミトラノオ。

紅藻 (7種): 68.ツルツル， 87.コスジフシツナギ， 91.イギス， 93.フト

イギス， 97.コノハノリ， 101.ムツイトグサ， 104.ヤナギノリ属の 1種。

このほかに，筆者はウラジオストックから51.ワカメを報告したが， E. SINOVA 

(1929)も沿海州地方から報じている。しかし，産地を正確に知ることができ

ない。おそらくウラジオストック付近がワカメ生育の北限ではないかと思われ

る。

(3) 特産種 ウラジオストックにだけ知られ，日本海全域の他沿岸に見出され

ていない種は次の6種 1変種1品種である。

緑藻 (5種 1変種1品種): 4.ヒトエグサ属の1種， 14.シオグサ属の 1種，

20-f .ネダシグサ属の 1品種， 21.シリオミドロ属の 1種， 24-v.ホソモ

ツレグサ。

紅藻(1種1品種): 91-f .イギスの1品種。

Summary 

In 1966 and 1967， the present writer reported on the species of marine 

algae of Vladivostok and Noto Peninsula on the ]apan Sea. In this paper 

the marine algae of both sit四 arediscussed from a standpoint of the marine 

algal distribution of ]apan Sea. 

According to previous reports by various authors about 820 SPE羽田 of

marine benthic algae have been reported aJong the ]apan Sea ∞ast. By the 
prl悦 ntwriter (1. c.) Sargassum pi.仰 atijidum，Cladophoraβexuosa， 
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Rhizoclonz.um rzparium f. validum， Stongomortha duriuscula var. ten-

uis and Ceramium ko明doif. ambiguum are new ly added to the. algal 

flora of J apan Sεa from both sites. 

Among two hundreds and' seventeen species from Noto Peninsula and 

its vicinity on the east side of the Japan Sea， thirty four species and one 

variety show the southern limit of distribution， six species and one variety 
the northern limit， while three species and one form are endemic. 

Among the one hundred and nine species from Vladivostok on the west 

side of Japan Sea， thirteen sp配iesand four varieties show the southern 

limit of distribution， fourt悶 1species the northern limit， while six sPl羽田，

one variety and one form are endemic. 

The growing and maturing seasons of forty two species∞mmon to 
both sites are shown in Fig. 1. Among these sp配ies 0ョmpylaethora

hytnaeoides， Di・ctyotadichotoma， Chorda li・lumand some others seem to 

exhibit an earlier appearance and maturation in Noto Peninsula than in 

Vladivostok. 
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ハワイとフィリヅピンj訟よびそれらの

近傍産 Lαurenczαソゾ属植物

斎藤 譲‘

Y. SAITO: The Genus Laurencia from the Hawaii組 Islands，

Philippm飽 and剖jacentAreas 

筆者は 1966年 12月から翌1967年2月末まで，ハワイ大学植物学科(De-

partment of Botany， University of Hawaii)において， Laurenciaソゾ属植

物の研究に従事した。この研究にもちいられた材料の大部分は，ハワイ大学の

Dr. Maxwell S. Dotyが，ハワイとフ 4リッピンおよびそれらの近傍各地で

採集したものであるが，自身で上記期間中Oahu島の各地で採集したものも多

い。研究の結果，合計4変種を含む20種を同定することができたが，これらの

うち L.αf1'olinensisとL.dotyiは，ともに本研究によって明らかにされた

新種として発表したいと思っている。得られた材料は，順次詳細な形態学的研

究に供する予定であり，また，フィリッピンだけに産することが知られた種を

別として，ハワイ産のソゾ属の種の約半数がアジア側で報告されている種と共

通で，北米太平洋沿岸のそれと共通なものはごく少ないこと等を考えあわせる

と，太平洋をかこむ各地における本属植物の分布と海流の関係を検討するのも

興味深いことと思われる。しかし，それらは別の機会にゆずり，ここでは本邦

南部産のソゾ属植物と関連の深いと考えられるハワイとフィリッピン，およ

びそれらの近傍産ソゾ属植物について予報し，参考に供したいと思う。なお正

式には，ハワイ大学刊 Pacific割問自上に発表する予定である。

ここに研究の機会をあたえられ，たえず激励と助言をいただいたハワイ大

学のDr.Maxwell S. Dotyと，スタンフォード大学ホプキンス臨海実験所の

Dr. Isabella A. Abbottに感謝の意を表すとともに，有益な御助言を賜わった

北大の時団側，山田幸男両先生に厚〈御礼を申し上げる。

事北海道大学水産学部

The Bulletin of Japanese S∞iety of Phy'∞Ilogy Vol. XVI No. 2， August 19槌
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亜属の検索表

表皮細胞聞に原形質連絡がある……H ・H ・..Subgen. 1. Laurenciaマソゾ亜属

表皮細胞聞に原形質連絡がない

…… Subgen. 11. Chondrophycusカタソゾ亜属

Subgenus 1. Laurenciaマソゾ亜属

本亜属の特徴は，表皮細胞聞に原形質連絡があり，四分胞子嚢が平行型C

配列を示すことである。当地域に9種産し，大多数のものが上記の2特徴を明

らかに示している。ただ L.subsimplex 1種だけが多少の疑点を残している

が，一応本亜属内のSectionPinnatifidaeにおカ通れた。

マソゾ亜属の S配tionの検索表

1. 体は円柱状...・H ・H ・H ・.....・H ・..…・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・..2

1. 体は鳳圧…......................................................S配t.3. Pinnatifidae 

2. 髄細胞膜に半月形肥厚部なし...・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・..S配t.1. Laurencia 

2. 髄細胞膜に半月形肥厚部あり….....・H ・...・H ・H ・H ・..…Sect.2. Forsterianae 

S配tion1. Laurencia 

体は円柱状で，髄細胞膜に半月形肥厚部はなu、。表皮細胞は体の横断面で

放射状に長くのぴたり，柵状に配列されるということがなU、。

Section 1. Laurenciaの種と変種の検索表

1. 表皮細胞は小枝の末端付近で表面にまるみをもって突出する

. L. ma}uscula 

1. 表皮細胞は上記のようにならない・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・..… 2

2. 体は小さく通常1個以下…....・H ・...・H ・....・H ・.....・H ・..…...・H ・....L. tenera 

2. 体はより大きい・H ・H ・.....・H ・.....・H ・......・H ・..…...・H ・.............・H ・......・H ・.3 

3. 体は軟骨質でかたい...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・-・… 4

3. 体は軟らかい・H ・H ・.....・H ・..…・・H ・H ・....・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・...5 

4. 分岐は，ごく稀である・H ・H ・...・H ・...・H ・...・H ・-….L. obtusa var. rigidu[a 

4. 分岐は，特に体の上部で著しい・H ・H ・H ・H ・...・H ・.L. oblusa var. dedroidea 

5. 体の特に主軸は太〈直径1mmをこえる…....・H ・.L. obtusa var. s1'1ackeyi 
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5. 体の直径が1mmをこえることはない・・H ・H ・.....・H ・.L. obtusa var. obtusa 

Laurencia majuscula (HARV.) LUCAS アカソゾ

産地:ハワイの Midway，Laysan， Kauai， Oahuおびよ Mauiの各島;

ブィリッピンのAlbayおよび Pangasinan地方。

体はほとんど常に紅色で，質軟らかし乾燥後紙によくつく。表皮細胞は

小枝の末端付近で顕著に表面に突出する。本種はこの点でも，また外形におい

てもときに L.mariannensisフクレソゾとまぎらわしいことがある。しかし

フクレソゾは，髄細胞膜にほとんど常に半月形肥厚部をもつので，区別は割合

に容易である。またフィリッピン産の標本中には，かなり長大なものもみられ

た。

筆者は本種を L.ob抑制マギレソゾの変種とせず，独立の種として扱う
のが適当であると思う。山田幸男先生も，最近はこの点について同意見である

ことを筆者に洩らされた。

Laurencia tenera TSENG 

産地:ハワイの Oahu島。

体は繊細で， 1佃までの高さを有し，岩上にマット状の集団をなす。黄渇

色で，乾燥後紙につく。表皮細胞は小枝の先端付近で表面に突出することはな

u、。

Laurem沼iaobtusa (HUDS.) LAMOUROUX var. obtusa マギレソゾ

産地:フィリッピンのAlbay地方。

ただ 1枚の台紙上の数個体が本変種にあてられた。表皮細胞は突出するこ

となく，質軟らかく，乾燥後よく紙につく。

Laurencia obtusa (HUDS.) LAMOUROUX var. dendroidea (1. AG.) YAMADA 

産地:フィリッピンのMindanao島。

体先端部で小枝がやや密生する。表皮細胞は表面に突出することがなU、。

Laurencia obtusa (HUDS.) LAMOUROUX var. rigidula GRUNOW 

産地:ハワイの Kauai，Oahu， Molokaiおよび Mauiの諸島;フイージ

ー島。

体は暗褐色で，よく発達した平らな盤状付着器上に多数集まって生じ，分
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岐もごく少ないので，ちょうどブラシのような集団となる。質が非常にかたい

ので，最初，本亜属に所属することに疑いを持ったが，体の縦断で観察したと

ころ，表皮細胞聞に明らかに原形質連絡がみられた。

Laurenα'a obtusa (HUDS.) LAMOUROUX var. snackeyi (W. v. BoS~E) 

YAMADA 

産地:フィリッピンの Mindanao島。

主軸は非常に太<，その根元ちかくでかなりかたくなる。しかし大部分は

軟らかく，よく紙につく。

Section 2. Forsterianae YAMADA 

体は円柱状で，髄細胞膜に半月形肥厚部がある。表皮細胞は体の横断面で

放射状に長くのぴたり，柵状に配列されるということがなu、。

島ction2. Forsterianaeの種の検索表

1. 表皮細胞は小枝の末端付近で表面にまるみをもって突出する...・H ・..…… 2

1. 表皮細胞は上記のようにならない…...・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..3

2. 体は通常2cm以下で，房状の分岐がみられる...・H ・.....・H ・..… L.galtso.刀Z
2. 体はより高<，上記のような分岐をしない・H ・H ・.....・H ・..L.marianne間 is

3. 体は繊細で枝は時に扇生する....・H ・.......・H ・....・H ・....・H ・....L. decumbens 

3. 体はそれほど繊細でなく枝も扇生しない...・H ・..……...・H ・H ・H ・.....・H ・..… 4

4. 根元に領包する枝がない・H ・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・.L. japonica 

4. 通常根元に領侵する枝がある・・…H ・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・..L. nidifica 

L. galtsoffi HOWE 

産地:ハワイの Laysanおよび Kauiの両島。

本種は Howe(1934)によってハワイからはじめて報告されたものであ

る。筆者は当初，本種の typespecimenの観察後本種に同定した標本をも，次

の L.m.ariannensisフクレソゾに含めていた。これら両種は，分岐法や体の

大きさ等で多少の相異点があるとはいえ，おのおのを独立の種として扱うのに

は問題があるように思う。表皮細胞は typespぽ加聞においても，小枝の末端

付近でまるみをもって表面に突出するが，この点でもフクレソゾとよく似かよ

ってu、る。結局の所，本種は L.mariannensisフクレソゾか L.pannosaに
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併合されるか，またはどちらかの変種とみなされるべきものと思うが，残念な

ことに生鮮な材料を得て観察することができなかったので，一応このままおく

ことにした。

L. mari'a'll'llensis YAMADA フクレソゾ

産地:ハワイの Laysanおよび Lanaiの各島;キ‘ルパート諸島;フィリ

ッビン。

体は下部叢生し，直立， 4 cmまで高く，ピラミッド様に分岐する。質やわ

らかく，乾操後よく紙につく。表皮細胞は，小枝の末端付近でまるみをもって

表面に突出するが，この点で前記 L.galtsoffiに似かよってu、る。しかし，

Howe (1934)ものべているようにL.galtsoffiでは往々房状の分岐がみられ

るのに対して，本種ではそのようなことがなu、。また，表皮細胞の突出する点

でも，外形でも L.majusculaに似るが，髄細胞膜の半月形肥厚部の存否によ

って区別できることは，該種の項でのべた。

Laurp.'IlCia decumbe'lls KUTZING 

産地:ハワイの Kauaiおよび Oahuの両島。

体は約2cmまで高く，ごく細い。色は紫褐色を呈する。根元の領旬枝でゆ

るくもつれ，マット状集団をなす。校はときに弓なりにそり，その外側に小枝

が扇生する。

Laure'llcia japonica YAMADA オモテソゾ

産地:フィリッピンの Quezon地方および Palawan島。

質かたく，乾燥すると黒くなる。ときに外形で L.μpillosaパピラソゾ

に似ることもあるが，本種の髄細胞膜には半月形肥厚部があり，また表皮細胞

は体の横断面で放射状に長くのぴたり，柵状に配列されることがない。

Laurencia 'Ilidifica J. AGARDH 

産地:ハワイの Kauai，Oahu， Molokaiおよび Lanaiの各島。

体は直立し， lOcmくらいまでになり，根元の領旬枝でもつれ合って来をな

して生ずる。主輔は円柱状で，ピラミッド様に分岐する。質はu、くらか軟骨質

であるが，あまりかたくはなく，乾燥後紙につく。表皮細胞は小枝の先端部で

表面に突出することがなu、。

本種はハワイのソゾ属植物中，ごく普通の種類で， Oahu島ではほとんど
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どこの海岸でも生育している。しかし，生育環境により外形，色彩等にかなり変

異がある。 Hanauma湾入口や， Laie岬等，外洋の影響を直接受けるような所

には，小型で暗紫色の植物体がマット状集団をなして岩上に生じているのがよ

く見受けられ，このような個体には割に領旬枝が少ない。ー方， Waikikiのサ

ンゴ礁の内側などには，細長くのびた体がゆるく団塊をなして，岩上，サンゴ

礁上，ときに他の大型海藻上に生じている。これらは一般に色彩が紫色がかっ

た桃色か，黄色みをおびた緑色，ときに緑色がかっている。また， Kuloa漠流の

川口のすぐ北側の，大体海水面付近のサンゴ礁上には，緑色でやわらかい植物

体が生育しており，その外側で干潮時の水深 1mくらいのサンゴ礁上には，紫

色で，体表に無節サンゴモ類を多数つけた太くあらい植物が生育している。さ

らにDiamondHead Beachの岩上にも緑色の植物がみられるが，これは Kuloa

のものよりすらりとしていて，体下半部での分岐が少ない。

筆者は上述の種々の形態，色彩を示す植物を，本質的な相異のないことか

ら，いずれも本種に同定した。

Section 3. Pinnatifidae J. Agardh 

体は明らかに屑圧し，羽状分岐を示し，髄細胞膜に半月形肥厚部をもつも

のともたないものがある。当地域から次のただ1種が知られた。

Laurenc必 subsimPlexTSENG 

産地:ハワイの Midway島;フィリッピンの Catanduan白地方。

体は扇圧し， 2佃まで高<，盤状付着器上に多数束になって生ずる。フィ

リッピン産の標本では，ほとんど分岐はみられないが， Midway産のものは多

少分岐する。質は軟らかく乾燥するとよく紙につい髄細胞膜に半月形肥厚部

はない。本研究に用いられた全標本が未熟体で， Tseng (1943)の原記載も香

港産の未熟体にもとずいてなされている。したがって四分胞子襲の配列様式は

知られず，さらに表皮細胞聞の原形質連絡も不明瞭で，疑点も多いが，一応扇

圧した形態と質の軟らかU、ことからSection3. Pinnatuidae内におく。

Subgenus I1. Chondrophycus TOKIDA et SAITOカタソゾ亜属

本亜属の特徴は，表皮細胞聞に原形質連絡を欠き，四分胞子嚢が直角型に

配列されることである。髄細胞膜に半月形肥厚部はなu、。当地域に12種産し，

大多数のものが上記2特徴を表している。少数のもので四分胞子襲が見出され
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なかったが，その点についてはそれぞれの種の記事の項でふれた。

カタソゾ亜属のSectionの検索表

表皮細胞は体の横断面において放射状に長くのび，柵状に配列される

....・H ・....・H ・S配t.5. Palisadae 

表皮細胞は上記のようにならない・H ・H ・.....・H ・......・H ・.Sect. 4. Chondrophycus 

Section 4. Chondrophycus 

体は通常軟骨質で，表皮細胞は体の横断面で放射状に長くのぴたり，さら

に柵状に配列されることがなu、。体の扇圧した種でも，末端技が扇圧すること

はなu、。

S配tion4. Chondrophycusの種の検索表

1.枝は円柱状・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..2 

1. 枝は扇圧する…...・H ・.....・H ・..……...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…… 3

2. 表皮細胞は小枝の末端付近でまるみをもって表面に突出する

…...・H ・.L.α'lYolinensis 

2. 表皮細胞は上記のようにならないH ・H ・...・H ・.....・H ・..…… L.cartilaginea 

3. 表皮細胞は小枝の末端付近でまるみをもって表面に突出する……L.dotyi 

3. 表皮細胞は上記のようにならないH ・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..… 4

4. 体上部の縁辺は波状にうねり色は黒っぽU、...・H ・-…....・H ・..…L.undulata 

4. 体上部の縁辺は上記のようにならず，色は赤みがかる...・H ・..… L.succi'sa 

Laurenciaα'lYolinensis sp. ined. 

盤状付着器から数本叢生し，根元に伺旬枝をもたず， 5 cmまで高<，軟骨

質で，全体が円柱状である。互生，対生時に又状に分岐する。通常たどり得る

主軸をもつが，不明瞭なこともある。末端枝は密集して枝上にならび単条，と

きに，より小さu、小枝をもち，根俸状で先端ややふくれる。主輔および枝はそ

の下部で(小枝なく〉裸出する。末端技は枝の中ほどのものが最も長く，約

1.5mmあり，先端と基部に到るにつれて次第に短くなる。髄部は膜の厚い大

型細胞から成り，半月形肥厚部はない。表皮細胞は，相互間に原形質連絡なく

末端枝先端付近で顕著に，ほとんど細胞の長さの半分ほど表面に突出し，した

がって規則的な半円形の癌状となり，その横断において放射状にのびず，柵状
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Fig. 1. Lau1encza caroliηensis sp. ined. (Doty 15360) 
Fig. 2. Laurencia dotyi sp.泊ed.(Doty 14822) x 0.88 

に配列されることなし 28-34μ 長<， 22-32μ太u、。

Type specimen: Doty 15360，西カロリン群島の H巴lenR巴ef南東部，砂

まじりの岩礁底上。 1960年8月28日。同じものが HelenReefの南端でも採集

されている (Doty15640)。

本種は末端の小枝を密に各方面に出す点で L.tati・llosaパピラソゾを思

わせる。しかしながら柵状の表皮細胞を持たないので，明らかにそれを持つパ

ピラソゾと区別できる。また，本極は L.trotica YAMADA ナンカイソゾや

L. columell:1rz's B侃GE:ENに似た点もある。しかし，これら両種の type

specimenを観察したところ，いずれの種においても ，本新種が明らかに現わ

す表皮細胞の突出がみられなかった。

表皮細胞聞に原形質連絡のないことは明らかにされたが，標本が全部未熟

であったので，四分胞子誕の配列は検し得なかった。

本種は，筆者がハワイ大学滞在当時，同大学においてカロリン群島の海;揺

を研究していて，現在フ ィリッピン大学にU、る Dr.Gavino Trono Jr.が L.

tatillosaに似ているが相異点もあるとU、って L.st.として記載していたもの

であり，これについて筆者の意見をお求めにきたので発見された。彼は彼自身

で試みた記載とともに，その後の処理について筆者にまかせたので，新種とし

て発表することにした。 経緯を記して Dr.Gavino Trono， J r.に感謝の意を表

わす。

Laurencia cartt'laginea YAMADA カタソ ソ

産地 :ハワイの Oahu島 ;フィリッピンの Mindanaol誌の Surigao; シ
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ンガポール。

体は叢生し，伺旬枝なく，ピラミッド様に分岐し， 8cmまで高<，根元は

通常円柱状で，上部に到るにしたがって角ばり，ときに部分的に扇圧し，生時

暗紫色か紫色がかった緑色で，乾燥すると黒〈変り，質は軟骨質でかたく，乾

燥後紙につかない。扇圧した部分では分岐は通常羽状となる。主枝には2型あ

り， 1つはたどり得る主軸を有し，他は根元ちかくで2本かそれ以上の主枝に

わかれる。日本産の本種とほとんど変りないが，体上に無節サンゴモ類が多数

着生しているのが普通で，一般に白っぽく見える。

Laurencia undulata YAMADA 

産地:ハワイの Oahu島。

コブソゾ

本種は Oahu島の Kan回he湾に L.cartilagi neaカタソゾとともに生ず

る。カタソゾの採集物中に，扇圧して羽状分岐するものがあったが，筆者はそ

のようなものを，扇圧した形態と分岐法以外に明確な識別点はないのだが，一

応カタソゾから分けて本種にあてた。時には，両方の型のものが，一つの盤上

付着器の上に生じていることさえある。したがって，より詳細な検討をへての

ち，本種は L.ca(tilag如m カタソゾのー形とみなされるようになるものと，

筆者は思っている。

L. dotyi sp. ined. 

盤状付着器から数本叢生し，根元に領智枝なく，約5cmまで高く，軟骨質

である。直立枝はかるくしかし常に扇圧し，通常たどり得る主軸を有し，体の

中ほどで最も巾広く，その部分で巾約1.8mm，厚さ 1mmある。互生，対生に両

縁より分岐する。枝もu、くぶん扇圧し，中ほどのものが最も長く，基部にむか

つて急に，上部にむかつて徐々に短かくなる。末端の成実枝は 1mmまで長<， 

扇圧せず鹿棒状で，先端は哉形または円u、。色は生時褐色がかった紫色かやや

緑色をおび，乾燥すると黒くなる。四分胞子醸の配列は直角型である。表皮細

胞は，相互間に原形質連絡なく，末端枝の先端付近で顕著に表面に突出し，突

出部は細胞の長さの3分の lにおよぶ。またその横断で放射状にのひ・ず，柵状

に配列されることなし 17-35.μ 長く， 12-30μ 太u、。髄細胞は膜に半月形肥

厚部を持たず，円形か多角形で，約 190μ の直径を有する。

Type speclmen: Doty 14822，ハワイ Oahu島の Kaneohe湾内の23号浮

標付近の岩上， 1967年2月3日(Dr.GavIpo Trono， Jr.採集〉。筆者によって
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もOahu島 Waikikiの水泳プールにほど近v、，海水面付近の岩上で 1966年12

月23日〈日Jty14818， 14819)および Oahu島 Hanauma湾北側湾口の岩上で

1967年1月14日(Doty14820)にそれぞれ採集されている。またDr.M. S. 

Dotyや Mr.R. Tsudaがハワイの Kauai，Oahu， Molokaiおよび Mauiの

各島で採集したものも観察された。

TηJe∞llectionで得られた雄性体(液浸〉により，雄性の小枝が視棒状で

分岐しないことが知られた。嚢果を有する体は見出し得なかった。

本種は表皮細胞が突出する点や，体の扇圧すること等でL.tarvitatillata 

にやや似かよっている。しかし，L. jJarvi:t沼:Tillataでは，表皮細胞が本種よ

り顕著に突出するし，また横断面において放射状に長くのび，柵状に配列され

るので，本新種と明らかに区別できる。また本種は外形においては L.tarv;-

拘ljJillataより体が明らかに細U、。

Laurencia succisa CRIBB 

産地:ハワイの Kauai，Oahu， Lanaiおよび Mauiの各島。

体は軟骨質でかたく， 5佃まで高<，根元で直径1皿以下の円柱状，上部

届圧し， 2mmまで広<，羽状に分岐する。色は暗紫色か撞色で，乾燥後紙につ

かない。ハワイ産の標本は，オーストラリア産の typespecimenより， ¥<、くら

か質がかたいように見受けられたが，その他の点では同ーとみなし得たので，

本種に同定した。

本種は外形が L.tarvi.知itillataによく似ており，生育している場所も似

かよっているので，野外ではとくにまちがいやすい。しかし，L. tarvi.拘:til-

lat，α は，表皮細胞が顕著に表面に突出するし，横断面で放射状に長くのび，

柵状に配列される。これら 2点で，本種とは明らかに区別することができる。

Section 5. Palisadae Yamada 

体は通常軟骨質である。表皮細胞は体の横断面で放射状に長くのび，柵状

に配列される。本地域に6種産し，ただ1種で表皮細胞の突出がみられた。

島ction5. Palisadaeの種の検索表

1. 体は明らかに扇圧する…...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..L. ta何 itatillata

1. 体は円柱状か，部分的にかるく扇圧する・H ・H ・.....・H ・..……H ・H ・......・H ・..2 

2. 末端枝は通常密生する…....・H ・..………H ・H ・....・H ・.....・H ・..….L. tatillusa 
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2. 末端枝は上記のようでない H ・H ・...・ H ・-…...・ H ・....・ H ・...… H ・H ・....・ H ・...・ H ・.3 

3. 分岐はごく少ない・・ H ・H ・H ・H ・....・ H ・....・ H ・-…・...・ H ・.......・ H ・.L. flagellifera 

3. 分岐は上記のようでない…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・..…… 4

4. 枝は通常廟生する….....・ H ・..… H ・H ・....・ H ・-…....・ H ・...・ H ・-…L，surculigera 

4. 体はピラミッド様に分岐する...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・..……・ H ・H ・..5 

5. 体はかたく，色は赤みがかる・ H ・H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..L. taniculata 

5. 体はあまりかたくなく，色は黒川計、…....・ H ・-…… H ・H ・..L. yamadana 

Laurencia yamad切ωHOWE(Syn. L. amabilis YAMAI】A) シマソゾ

産地:ハワイの Oahu，Molokaiおよび Mauiの各島。

本種はハワイ Oahu島の Kaneohe湾で， Galtsoffによって採集された断

片的な標本にもとずいて， Howe (1934)が設けたものである。その断片は謄

葉にされる前，かなり長い間液漫になっていたらしく，色があせており，質も

やわらかくなっていて，彼の記載も完全なものとは言いがたいようである。山

田は後に (Yamada& Segawa， 1953中に)，八丈島産の材料にもとずいて L.
amabilisを設け，“s田msto relate most c10sely to L. Yamadana HOWE 

from Hawaii，"と付記している。事実筆者は，本種の typespecimenの観察

に先立って，結局は本種に同定された材料を，山田のL.amabilisにあててい

た。 Oahu'島で採集した多数の生鮮な材料は，それほど山田の記載と標本によ

く似ていた。両者の聞に本質的な相異点はなu、。

最近山田先生から，筆者が Oahu島で採集した標本を検討した結果，筆者

の意見に同意する旨のお手紙をいただいた。

Laurencia taniculata (AG.) J. AGARDH 

産地:ハワイの Oahuおよび Lanaiの両島。

体は叢生し，領包枝はなく， ピラミッド様に分岐し 6cmくらいまで高

い。全体円柱状で，生時紫紅色，乾燥後やや黒みがかり，軟骨質でかたく，乾

燥後紙につかなu、。

Laurencia patillosa (FORSK.) GREVILLE パピラソゾ

産地フィリッピンの Catanduanes地方およびその他の多くの地方;イン

ドネシア;タイ。

本種は，末端技の密生することがめだった特徴で，比較的同定しやすい種

である。しかし時に L.cartilagineaカタソゾや L.carolinensi・sとまぎら
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わしいこともあるが，これら両種とも柵状の表皮細胞をもたず，さらに後者は

表皮細胞が表面に突出する性質をもっ。この性質はパピラソゾにおいて全くみ

られないことである。

Laurencia flage1lij祈"(JJ. AGARDH 

産地:ハワイの Maui島。

本種の表皮細胞は体の横断面において放射状にのび，柵状に配列されるが

Section 5. Palisadae内の他の種に比較してみると，その特徴はあまり顕著で

ない。体の各部に節のような環状のくびれがみられる。標本が未熟で，四分胞

子嚢の配列を検し得なかった。

Laurencia surculigera T~El\G 

産地:ハワイの Laysan，Oahuおよび Mauiの各島。

体は叢生し，ときにU、くぶん扇圧し， 5 cmまで高u、。色は紫制色で，質は

やや軟骨質であり，乾燥後よく紙につかなu、。主枝は時に弓なりに膏曲し，外

側に枝が扇生する。四分胞子嚢は見出せず，したがってその配列様式は不明で

ある。

この他，本種に近縁と思われる L.ρerforata(BORY) MONTAGi'<Eに似

かよったものや L.moretonensisCRIBB らしいものもあったが，標本が断片

的で，明確にすることができなかった。

Laurencia tarvitatillata T :.ENG 

産地:ハワイの Midway，Oahu， Mauiおよび Hawaiiの各島;フィリッ

ピンの Palawan島。

体は軟骨質で非常にかたく， 5cmまで高<，常に強〈扇圧し，巾約 2.5mm

まであり羽状に分岐し，根元近くで直径約1阻までの円柱状を示す。色は紫紅

色で，乾燥するとやや黒っぽくなり，紙につかなu、。体の横断面で表皮細胞は

放射状に非常に長くのび，円錐形をなして顕著に表面に突出する。四分胞子嚢

は見出し得なかったが， Tseng (1943)の香港産の材料による図から，その配

列は直角型であることがわかる。ハワイ産の標本は，香港の材料にもとずく原

記載によく一致するフィリッピン産のものよりやや大型で，質もかたく，全体

としてかなりあらい感じがする。しかし筆者は，どちらも本種に同定してよい

ものと信じている。

本種は外形で L.succisaによく似るが，相異については該種の項でのべ
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fこ。

Summary 

Twenty species， including four varieties， of the genus Laurencia (Rhodo・

melaceae， Rhodophyta) from the Hawaiian Islands， the Philippines and some 

adjacent areas are preliminarily reported upon. Keys to the subgenera， sec-

tions， s開ciesand varieties of the genus are provided. These studies are based 

upon collections in the herbarium of Professor Maxwell S. Doty (University 

of Hawaii) and my own collections from Oahu Islands， Hawaii. Of th田e

species， L. carolinensis and L. dotyi are to be published as new to science. 
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コンブ類に着生する動植物について(IV)

近江彦栄*・時国 師事

H. QHMI & J. TOKIDA : on organisms growing 
on the Laminariales plants (N) 

本誌の8巻1号， 2号及び11巻2号に本標題のもとに(1)ー(ill)報を

報告したが，最近の文献と手もとにある蹄葉標本で若干の未報告の着生動植物

を知り得たので，補遺として記載することとした。

1.コンブ目植物に着生する動物

A.腹足類 G畑仕opoda
1. Patina pellucid匂(L.)

La四 inariaの茎に住み，又根を弱める〈スコットランド:Kain， 1963). 

R.欝苔虫類 Bry価。a
2. Amath臼 lendigera(L.) 

Laminor臼の根に着生〈英国:Ryland， 1962). 

3. Callopora craticula (ALDER) 

Laminaria ~こ着生〈カナダ北岸: Osburn， 1923). 

4. C. lineata (L.) 

Laminaria saccharinaの茎に着生(英国:Ryland， 1963a). 

5.αlleporella has叫 liJOHNSTON 
Lami:陶r臼の茎に着生(英国:Ryland， 1962). 

6. C. hyalina (L.) 

Lam正'nariasaccharinaの茎と根に着生〈英国:Ryland， 1962). 

7. Crisiiぬe

一般に La明正仰r臼の茎に着生〈英国:Ryland， 1962). 

8. 01'isid臼 aculeataHASS 

Laminariaの茎に住む〈ノールウエー西岸:Ryland， 1963). 

'北大水産学部
The Bulletin of Jap岨底割eS∞ietyof P句∞logyVol. XVI. No. 2， August 1~68 
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9. C. cornuta (L.) 

Laminariaの根に住む(ノールウ zー西岸:Rylarid， 1963). 

10. D必stotorapatinaιAMARCK) 

Laminariaの茎に着生(英国:Ryland， 1963a). 

11. Escharoides cocci僻 us(ABILDGAARD) 

Lam伽ariaの根に着生〈英国:Ryland， 1962). 
12. Flustrellidra hisP幼 (FABRICIUS)

Lamina1'iaの根に着生(英国:Ryland， 1962). 
13. HaPlopoma impressum (AUDOUIN) 

Lm仰ariaの茎に着生〈英国:Ryland， 1963a). 
14. H:砂Itothoaflagellum MANZONI 

Laminariaの根に着生(ノールウエー西岸:Ryland， 1963). 
15. Nolella dilatata (HINCK~) 

Laminariaの根と茎の内部に住む(ノールウエー西岸:Ryland， 1963). 

16. Schizomavella linearis (HASSALL) 

Laminariaの根に着生〈英国:Ryland，1962). 
17. Scruρocellar白 repta倒 (L.)
Laminar白の根に着生(英国:Ryland， 1962). 

18. S. scruposa (L.) 

Laminariaの根に着生〈英国:Ryland， 1962). 

19. 1'egella unicornis (FLEMMING) 

Lam伽ariaに着生〈カナダ北岸:Osbum， 1923). 

20. TubuliPora plumosa HARMER 

Lmi加 'riaの茎に着生(英国:Marcus， 1940). 

21. Umbonula littoralぬHASTINGS

Laminariaの根に着生〈英国:Ryland， 1962). 

22. Valkeria uva (L.) 

Laminariaの根に着生(英国:Ryland， 1962). 

C.多毛類 Polychaeta

23. Amblyosyllis jinmarchica (MALMGREN) 

Laminariaの根に住む〈フィンランド;ニューフ 7ウンドランド;日本海

北部:Pettibone， 1963). 
24. Arabella iricolor (MONT.) 
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Laminariaの根に住む〈日本海北部;温帯及び熱帯海域に極めて普通:

Pettibone， 1963). 

25. Autolytus cornutus AGASSIZ 

Laminariaに着生(北氷洋;ラプラドルからチェサピーク湾まで Petti-

bone， 1963). 

26. A. jYrismaticus (FABR.) 

Laminariaの根に住む(北氷洋;日本海北部:Pettibone， 1963). 

27. A. prolifer (0. F. MULLER) 

Lam仰ar白の根に住む〈ノールウ zーからフランスまで;南アフリカ

Petti加ne，1963). 
28. Brania clauata (CLAPAR色DE)

Lami仰 riaの根に住む〈アイルランド;日本海北部:Pettibone， 1963). 

29. Ephesiella m印uta(WEBSTER & BENEDICT) 

Laminariaの根に住む (CanadianArctic : Pettibone， 1963). 

30. Eulalia bilineata (JOHNSTON) 

Laminariaの根に住む〈北氷洋;日本;中国;印度洋:Pettibone， 1963). 

31. E. viridis (L.) 

Laminariaに着生〈北氷洋;日本;中国;印度洋:Pettibone， 1963). 

32. Ha1mothoe (Lag.) extenuata (GRUBE) 

Lamimri・aの根と葉に着生(ノールウェーからイギリス海峡まで;日本:

Pettibone， 1963). 

33. H. imbricata (L.) 

Laminar必に着生(日本;アイスランド;ノールウヱー;黄海;印度洋:

Petti加ne，1963). 

34. Letidonotus squamatus VERRILL 

Laminariaの根に住む(アラスカからメキシコまで;大西洋北部;太平洋

北部;日本:Pettihone， 1963). 
35. Naineris quadricω:Pida (F ABR.) 

Laminariaの根に住む〈北氷洋;日本海北部:Pettibone， 1963). 

36. Nereimyra punctata (0. F. MULLER) 

Lamlnar必の根に住む(北氷洋;ベーリング海;ノールウェーからパルチ

ック海西部まで:Petti加ne，1963). 

37. Nereis (Nereis) pelagica L. 
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lAmina1'iaの根に着生(北氷洋;日本海北部:Pettibone， 1963). 

38. Pholoe m伽uataσ'ABR.)
Laminariaの根に住む〈北氷洋;アイスラシド;ノールウェーからフラン

スまで;日本海北部;南アフリカ:Pettibone， 1963). 

39. PhyllotJ何e(加 aitides)11附 ulata仏.)

lAmi'畑 riaに着生〈ノルウェーから北海まで;グリーンランド西部;日本

海北部:Pettibone， 1963). 

40. Sthae'Tosyllis hystrix CLAPAR. 

μ制御riaの根に住む(パ γクーパー島西岸;メキシコ;フランス;黒海:

Pettibone， 1963). 

H.コンブ目植物に着生する海藻

A.褐藩 Pha，回'phy目前

1. Waerniella sp. 

lAmi:糊 'ria及び Ala1'iaに着生〈英国:Jones， 1962). 

B.紅蓮 Rhodophyceae

2. POゆhyramoriensis OHMI 

Chorda filumに着生〈北海道森町:近江， Mar. 1954採集).

3. P. yez<ωmsis UEDA 

lAm伽a'riareligiosaの根に着生f北海道小樽市忍路:時国，Mar.1933採

集).

Summary 

This fourth list of the organisms is a supplement to出elists of this 

seri田enumぽ'ating43 s戸犯i田ofthe epi-and叩 doph:刊田 on出.eLar叫n紅ial白

plants which are found ~n the literature or observed by us in our herbarium 

specimens. of th鎚es~羽田， one belongs to Gastropoda， 21 to Bryoz伺， 18 

to Polychaeta， one to Pha回phyceae，and two to Rhodophyceae. 

Literature cited 

JONES. W. E. (1962). A keyωthe伊neraof the British鍵aw艶ds.Field study 1 

(4)， 1-32. KAIN， J. M. (1963). AsPE剖Sof the biology of Laminaria hy'μrborea 

11. Age， weight and length. J. Mar. Biol. A:鑓.U. K. 43， 129-151. LEVRING， T. 
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Jap. Soc. Phyc. 8 (1)， 15-21. 一一一一一 (1960).Ditto (II) (in Japanese with English 

summary). Ibid.， 8 (2)， 47-53. TOKJDA， J. & OHMJ， H. (1963). Ditto (IlJ) (in 
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天然記念物隠岐島産クロキヅタの

成熟季節について

梶村光男事

M. KAJIMURA: On fruiting閥 sonof Caulerta scaltelliformis 

(R. BR) Ag. var. denticulata (DECSN.) WEBER van BOSSE 

泊 theOki Islands， Shimane Prefecture 

天然記念物に指定されてu、る隠岐島のクロキヅ夕刊 ωulertasca俳 lli-
formis (R. BR) AG. var. denticulata (DECSN.) WEBER van BOSSEめのの

成熟期に関しては未だ明らかにされていない。

著者は隠岐群島西の島の美田湾西岸 (3605'8"N. L.， 133030" E. L.)に

おいて1966年9月下旬から翌年8月下旬にかけて調査を行なった結果，本種の

成熟時期を知ることが出来たのでここに報告する。

美田湾は著者の知る限りでは隠岐群島中，本種の分布量の最も多い所であ

る。美田湾は船引運河によって外浜湾と通じ，泥及び砂泥を主な底質として四

季を通じて波浪がおだやかである勾 3)。

この稿を草するに当り御指導と校闘を賜わった恩師北海道大学名誉教授時

国都博士，この研究に種々御便宜を賜わった島根大学文理学部生物学教室大氏

正己教授並びに西上一義教授，そして本調査に当り多大の協力を賜わった西の

島教育委員会木村康信氏に心からあっく感謝申し上げます。

材料と方法

大津漁船用桟橋対岸の美田湾西岸における低潮線下1m-4mの砂泥海底

及び牒の上に生育するクロキヅタについて， 1966年9月下旬から翌年8月下旬

に至る期聞に， 9月27-28日， 4月4ー 8日， 7月28日及び8月15ー，20日の 4
回，現地において採集及び観察を行なった。 9月27-28日及び4月4-8日の

調査は船の上から行ない，他の場合はいずれも水中眼鏡とスノーケルを用い潜

本島根大学文理学部生物学教室
The Bulletin of Ja開neseSociety of Phy∞logy Vol. XIV. No. 2， August 1968， 
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水して行なった。肉眼的観察は体長，体幅，体色，その他粘質物の体外放出な

と成熟に件う現象についても行なu、，検鏡して遊走細胞形成の有無についても

観察した。遊走細胞の形成状態に関する観察は，未成熟の葉状部を10%ホルマ

リンで固定し，約1週間後解剖針の先でよくほぐし， 1%のアニリン・ブルー

で1か-15分間染色した後検鏡した。また，成熟した葉状部の破損箇所などに認

められる粘質物の塊まりや成熟葉状部は，そのまま押しつぶして観察した。内

容物の放出がすっかり終わった植物体の表面皮膜に付いた，或いは体内に残

存した trab記 ulaeは体の切片を作って観察した。また，木村康信氏が上述の

場所で1967年5月22日と 6月10日に採集した標本についても同様の観察を行

なった。

結果及び考察

9月27-28日に観察の標本では鮮緑色を呈する葉状部 (e[1田tasS凶illatory

branchめ〉の幅約1cm，長さ約13cmのものが多<，緑褐色を呈する古い部分は

幅約1.5佃，長さ300佃であった。根茎部(rhizome)は直径 1-2.5I1!mで，濃緑色

ないし淡緑色を呈した。仮根部(rhizoid)は長さ 5mm-4 cmで，基部は淡緑色，

先端部は無色のものが多く，分枝は一般に密であった。本標本では体内に生殖

細胞の形成を認めず，体表面にも成熟に件う異常を認めなかった。 4月4日-

8日の観察，及び5月22日と 6月10日に木村氏が採集した標本の観察は，上述

の9月27-28日の観察と殆ど同様の結果を得た。しかし， 7月28日の観察では

葉状部，根茎部，および仮根部の分枝の先端を除く大部分など，これらの部分

の内容物がほとんど全部すでに体外に放出されていて，植物体は無色を呈し，

体の外膜は到るところ破損し，体質は極度に柔軟となり，葉状部はほとんど原

型をとどめないものが多く，また仮根の先端部はたいてい破損していた。内容

物を放出した葉状部，根茎部及び仮根部を切片として検鏡すると体の外膜に付

いている幅 1，2-2.4μの trabecuJaeだけでなく，遊離したリボン状または，

螺線状の幅 1.2-2.4flの trab配ulaeの集合が散在しているのが認められた。

内容物がまだ放出されないで残っている部分は，葉状部も根茎部も，仮根部の

分校の先端部を除いた部分も，黄色味をおび，その外膜の破損部分などに黄色

を呈する粘質物の塊まりが認められ，その塊まり及び成熟した部分の粘質の内

容物を検鏡すると緑色の洋梨形をした長さ約 10.8μ，幅約 4，8pに達する若い

遊走細胞 (sw訂mer) と思われるものが多数集まっているのが見られた。しか

し倍率 1，500倍でも鞭毛を確認することは出来なかった。成熟個体の表面に
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Figs. 1-4. Caulerta scalμlliJormis var. denticulata from Mita Bay， Oki 
Province， Shimane Perefecture. Fig. 1. Habit of a steri1e reiuvenating spe氾i-
men collected on Apri1 5， 1967， and preserved in 10 % formalin-seawater for 
10 days; color is faded to some extent. Fig. 2. Part of surface view of a 

ferti1e assimi1atory branch， showing the pores formed on the surface; the 
pores formed on the other surface are shown by broken-line circles; the pores 

of irregular shape are formed by coalescence of several round pores. Fig. 3. 

Phase contrast photomicrograph of the surface of a fertile assimilatory branch 
showing a round pore. Fig. 4. Phase contrast photomicrograph of swarmers 

which are stil1 retaining green color in specimens preserved in 10 % formalin 
seawater for 2 months. 

papillaeめの存在は認められなかったが，内容物を放出した葉状部の両面に直経

約 186μ のほほ円形の孔が多数見られ，それがU、くつも集合して大きい孔を形

成しているのも認めた (Figs.2ーの。 成熟葉では先端部の崩解が顕著で，上述の

孔と共に内容物の放出と密接な関係を有するものと思われる。この孔は成熟個

体の葉にだけ認められた。また，調査水域では遊走細胞の放出による水の変色

のようなことは全く見られなかった。
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8月15日から20日に至る期間の観察では植物体の成熟は尚も徐々に継続し

ているのが認められたが，一方には，成熟せずに残存した葉状部や根茎部，及

びそれらから二次的に発生した濃緑色の若い根茎部の上に，幅約5mm，長さ約

3 cmの鮮緑色ないし濃緑色の若い葉状体が多数形成されているのが認められ

Table 1. Ten-day average of water tempera加問 (OC)in Urago Bay 

包k佃 at3 m depth during one year from April 1966 to March 1路>7.5)

ーよ立L19節Apr. May Jun. JuI. Aug. Sep. 

First decade 13.39 16.14 17.93 20.36 24.65 25.89 

Middle d悶 de 14.11 17.57 18.73 21.47 27.38 24.50 

Last decade 15.62 18.13 却.38 22.88 27.45 22.93 

、-¥九¥Month 1967 

Avera伊孟ト¥ 仇t. Nov. Dec. Jan. Feb. Mar. 

First decade 21.47 18.99 15.54 12.17 12.23 11.22 

Middle d低温de 20.40 14.回 11.25 11.71 11.71 

Last d民ade 19.41 17.26 11.77 11.03 12.11 

Table 11. Monthly average of water temperatures (OC)匂kenat depths 

of 10， 50，組d100 m in open記aaround白eOki Is1組ds(36020' N. L吋
132038' E. L.) duri暗∞eyear from J組凶ryωD間 mberin 19節.勾

1¥D¥epth、、、〈、mM〉¥oot¥h J釦. Feb. Mar. Apr. May Jun. 

10 13.伺 11.89 12.47 12.85 15.ω 17.59 

50 13.49 11.77 12.33 12.19 13.89 14.90 

1ω 10.86 9.伺 10.78 9.93 11.61 11.01 

¥¥D¥e¥，pt、h¥(m¥M〉¥ont~h¥ Jul. Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. 

10 21.伺 25.07 24.92 21.92 19.64 16.部

50 16.45 16.99 17.92 18.13 19.22 16.06 

100 11.63 13.24 12.85 13.64 14.35 12.02 
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た。これらの若い根茎部から出る仮根部は鮮緑色ないし濃緑色を呈した。

上述のごとく，美田湾の調査海域におけるクロキヅタの成熟期は6月中旬

に始まり， 7月初旬から中旬にかけてその最盛期を迎え， 7月下旬にはほぼ終

了するが，その後も 8月下旬までは，わずかながら成熟が継続するものと思わ

れる。

美田湾口から西方に750m離れた浦郷湾及び外古学 (36020'N. L. 132038' 

E. L.)のそれぞれ水深3m及び10mにおける水温条件と関連させて考えれば

次の如くになる。即ち，水深3mにおける平均水温が18.730Cである時期に
本種植物体の成熟が始まり， 20.360C-21.470Cの時期にその最盛期を迎え，

22.880Cの時に成熟はほぼ終了し，その後27.450Cの時期までは成熟がわずか

ながら継続することになる。

また水深4m以深，少なくとも水深10m付近では，水深lm-4mにおけ

るよりも成熟の時期がいくぶん遅れるものと恩われる。

Summary 

C却 leゆ'0scalpelliJormis var. denticulota in the Oki Islands， which 

hasbeen protected by the law as a natural monument sin白 March8， 1922， 
i'l m田tabundant in Mita Bay of Nishinoshima Island， Dozen District. Lately 

1 attem問dcol1ections and observations of this alga four times on the w白tem

coast .of the bay (36005'08" N. L.，日3030"E. L.) at a depth of 1-4 m， 

during the問riodranging from late September 1966 to late August 1967， 

ramely on SePtember 27-28出， April 4-8 th， July 28白， and on August 15-

20 th. As a result， it was ascコertainedthat the individuals of this alga were 

m由tlyfully matnre in late July and that回meof the individuals in middle 

to late August continued to produce swarmers but others were sterile and 

rejuvenating their fronds. This is believed. to be the first dis∞，very of the 
mature individuals in this alga. Mucilagl凹 ousyellowish∞ntents of the 
discolored fertile fronds fixed with 10 % formalin were found to contain 

numerousswarmer-like cells. The cells were up to 10.8 x 4. 8μin size， 

pear-shaped， and green in color. Flagella ∞uld not be seen even at 1，500 
magnifications. The emptied assimilatory branch田 wereprovided on their 

surfaces with. no papillae but abundant roundish por白， up to 186μdiam.， 

which often coalesced with each other to form large irregular-shaped por，白.
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on the basis of the results of th民eobservations and the data on water 
temperatur，田 takenat Urago Bay， 750 m west of Mita Bay and at釦 open

sea station (36020' N. L.， 132038' E. L.) of the Oki Islands (cf. Tables 1 

& II)， it is assumed that白efruiting season of this alga begins in mid-

June when the average water temperature at a depth of 3 m is above 180C， 

reach回 itspeak during the period from early to mid-J uly when the temper-

ature is above 200 to 210 C， and ends by late J uly when the temperature 

is near 230 C though some individuals retain a sIight reproductive function 

till late August when the temperature is above 270 C. The start of the 

fruiting鈴a田nof the individuals growing at a depth beyond 4 m s配msto 

be delayed as compared with th叩egrowing at a depth of 1-4 m. 

引用文献

1)丸山 巌(1967):隠岐島の植物について.島狼県文化財調査報告書第三集，島根県教

育委員会. 2)日本海区水研 (1966):日本海漁場海況概報. 3)岡村金太郎(1951):日

本藻類図譜，第4巻.東京. 4)一一一一 (1956):日本海藻誌.(改版).東京.

5)島恨県水試(19師):漁場観測速報記録.6) ，TAYLQR， W. R. (196のMarineAlgae 
of tbe Eastem Tropical and Sub凶 pt叫 C榔 tsof tbe Ameri儲.Ann Arbor. 7)時回

日 (1953):イワヅタとサボテングサの瀞走細胞.藻類， 1 (1). 
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南西諸島イワノカワ科の解剖分類学的研究(1)

Cruoriella elegαns sp. nov.について

野沢ユリ子嚇

Y. NOZA W A: Systematic anatomy of the Squamariaceae 

in the鉛uthemislands of J apan (。

緒論

イワノカワ科Squamaria四ae中の主要な属である Peyssonneliaの種はU、

ずれも岩，貝殻等の上に銅旬して附着する葉状または殻状の体を有し，本邦と

しては P.caulifera OKAM.， P. rubra J. AG.，及び P.distenta YAM.の
3種が報告されているη問。(このうち P.distentaは円柱状の分岐した直立

体を有し非常に特異である。〉

l 筆者の調査によれば鹿児島県以南の南西諸島には干潮帯及び水深20-50m

の海底に，Peyssonnelia及びその近縁属の種が多〈存在することが知られた。

Peyssonnel iaには CruoriellaとEtheriaの2亜属が WEBERvan BoSSE 

(1913)めによって設けられた。 CruoriellaはCROUAN(1859)により新設さ

れた属で C.armoricaが記載されたのがはじめである。 DETONI (1917戸は

Cr. oriellaは雌雄同株であるからE属とせずーっの独立の属とすべきだとした

が， WEBER v. BOSE (1912)10)は，やはり Peyssonne1iaの亜属として多くの

種を記載した。WEBERv. BOSSEによればCruoriellaとPeyssonneliaのちが

いは扇平領包体の下部組織 (hypothallus)の細胞の配列が Cruoriellaでは

扇状に収鍬放散をしているのに対し，Peyssonneliaでは平行である。という点

である。 ROSENVINGE(1917戸は C.cod切仰を記載してその嚢果の形態を観

察し， BoRGESSEN (1935)1)及びDAWSON(1953)勾も WEBERv.酌 SSEに従
って Cruoriellaの新種を加えている。しかし KYLIN(1956)めは Cruoriella

を認めず，すべて Peyssonnel必とし， TAYLOR (1960)11)もKVLINに従って

u、る。

*鹿1)('島純心女子短期大学

The Bulletin of Japan句e釦cietyof Phy∞logy Vol. XVJ. No. 2， August 1968 
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Cruoriella elegans 'sp. nov.について

筆者の研究によれば標準的なαuoriellaとされるものは Peyssonneliaに
比して一般に葉体は厚さが薄く，紅色で，下部組織の細胞配列は非常に顕著な

特徴を示すものが多u、。しかし四分胞子の nematheciaの構造は両者とも全く

同じ形式であるし，Cruoriellaの種によっては地物の状態や葉体の老若iニよ

って下部組織の細胞配列の様子が部分的に違っているものもあって，体の構造

だけでこれら 2属を区別することはむつかしいと考えれる。もし，らこの両属の

雌性確器官の発達過程に決定的な差異が見られない場合には K¥LINに従って

合併するのが妥当だと考えられる。この両属の雌性器官の形態については，

KYLlN (19254) ， 1928りは P.Pacifica及び P.duby で RO~瓦N\ lNGlェ

(1917)冒〉は C.coda加で記載しているが，細かい点については不明であって，

比較して論ずるには十分でなu、。筆者の観察によれば，これら 2属の雄性器官

の発達過程は多くの興味ある問題を含むことが考えられる。

筆者は本研究において，南西諸島及び本土南端部に分布する Cruoli・'ella

及び Peyssonneliaの各種について逐次記載し，その嚢果の発達過程をくわし

く観察してその事実に基いて，この2属の関係について，更にその所属につい

て総合的に論議を試みたいと考えるものである。故にそれまでは WEBERv. 

酌 SSE及びDAWSOi¥に従い，Cruorie llaなる属名を用いることとし，ここに

第一報として一新種を報告する。

本論に入るに先立って，常に筆者の研究に御指導を賜わり本稿の御校闘を

頂いた北海道大学山田幸男博士並ひk鹿児島大学問中剛博士に心から御礼申し

上げる。また，この小稿の“藻類"掲載について御助言，御協力を賜わった日

本藻類学会会長時国側博士に深謝申し上げる。さらに本研究を支援して下さっ

た故 DAWSON博士の冥福を祈り， DA'，̂SONの原標本の観察に協力して下さっ

た南カリフォルニア大学の GARTH博士に感謝する。

なお，南西諸島から得た材料はすべて田中博士及び野沢沿治によって水深

20-50mの海底から採集されたものであって，数回にわたる採集航海の標本の

すべてを提供していただいことを特おして厚く感謝申し上げる。

Cruoriella elegans sp.nov. 

和名:イワゲショウ

本論

葉体は殻状，厚さうすく，体の裏面全体で岩石化した大きい貝殻にべった
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りとかたくはりついている。色は淡紅色で周囲の方は帯黄紅色，表面は平滑で

むしろ光択を有し，放射状の縞や裂け目は見られなu、。形は不規則で径3-4

佃に達G.縁辺はまくれていない。

葉体の厚さは80-11011.最外層を除〈全体に軽〈石灰を沈積し，基部の層

には石灰の沈積が多u、。体の下面から出る rhizoidsは単細胞で非常に短く僅少

である (Fig.1.A.D)。
裏面より見た hypothallusの細胞の配列を扇形に収数放散して Cruriella

の特徴を示している (Fig.1 • B. C)o hypothallusの細胞はほぼ四角形で大き

20Jl 

Fig. 1. Cru01おllaelegans sp. nov. A， Vertical民ctionof thallus. B， 
F血.-shapedarrengement of bypothallus al1s鉛阻 fromthe under surfaa of 
thallus. C. Ditto， at a low ma皿ifi伺tion. D， Showing a uniallular rhizoid. 
h， hypo也allusall; p， perithallus all; r， rhizoid. 
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Crlloriella elegans sp. nov.について

< ，長さ 2o.~30μ ， 111 1O~2o.μ ，高さ 25~3o.μ ， 頼粒をたくさん合み ， 比 '11交的ゆ

るく 3~ 4)百に並び ， Peysso-nneli・0 の多くの種に見られるような基部細胞の

立ち上りは見られない (Fig.1 ，A)o peritballusの細胞は hypothallusの各知l

胞の上に 2 列ずつ並び ， 体表蘭に向って漸次高さを減じ ， 表面の細胞はrI1 8~

10.μ，高さ約3μ である。体表面には特別の粘質層はない (Fig.1，A)。まに ，

往々古い死んだ組織の上に新しく葉体がひろがっているところも見られる。

」実体が成熟すると peritballusの最上部の細胞が分裂して外側に各々 2f問の

」盟と

A 

20}人

B 

Fig. 2. Cruorie/la elegans sp. nov. A， Vertical section of mature thallus 
with female nemathecium showing ripe carpospores. 8， Vertical詑ctionof 
mature female nemathecium showing a ri関 andthree young carpospores. 
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(断面で〉小細胞を作り，これが nemathecium起源細胞となり paraphysesと

造果枝を作り全体が粘質で結合されて Carpogonialnematheciumを形成する

くFig.2，A)o Carpogonial nematheciaは，高さ80.，....，100.μ，体表面に不規則に

ひろがって形成され， paraphyses は6""8個の細長い細胞から成り，先端は

曲らず，粘質層中にあり，粘質層は paraphy舗の先端を僅かに超えるだけで

ある。 paraphys田は単条，まれに2-3-4四分枝するものもある CFig.2， 

B)。造果枝 (Carpogonialbranch)は3個細胞から成り， nemathecium起源

細胞から分割された細胞(支持細胞)の上に立ち， trichogyneは長さ約20.μ，造

Fig. 3. Cruoriella elegans sp. nov. A-D， Development of female organs. 
A， Carpogonial branch and generative auxiliary ce11 branch standing together 
on the same supporting ce11， showing the ∞nnection of carpogonium with sterile 
auxiliary ce11 and with auxiJiary cell after fertilization. B， Ditto， showing 
se∞ndary connecting filament developed from auxiliary ce11 ; carpogonial 
branch in a prα:eSS of degeneration. C， Auxiliary ω11 branch standing on a 
nemathecium-initial ceIl which is not shown in the figure， showing鈴∞'ndary
∞nnecting filaments. D-E， Showing youngωゅosporesproduced on the upper 
side of 託∞ndary∞n口氏tingfilaments; auxiliary ceIl branch in E has a 
two-celled br担 .ch. a， au対liarycell; ca，α.rpos伊re;叩， αr卯Igonium;s， 
sterile auxiliary ceIl ; su， sup抑rtingceIl; t， trichogyne; 1∞. primary ∞n-
necting filament; 2co，記∞ndary∞nnectingfilament. 
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C，uoriella elegans sp. nov.について

果器(Carpogonium)のすぐ下，または，その次の細胞が栄養助細胞 (sterile

auxiliary 倒1) となる (Fig.3，A)。助細胞枝 (generativeauxiliary白山

は造果枝の支持細胞 (suppo此ing目的より生じて造果枝と並立し4-6個細

胞から成るものと， nemath配ium起源細胞の上に直接単立して4-6個細胞

から成るものとがある。助細胞 (auxiliary田町は助細胞枝の上から 3-4番

目の細胞であるが，特別目立った細胞ではない。受精した造果器はすぐ下の

栄養助細胞と癒合し，そこから生じた短い第一次連絡糸 (p出naryconn民ting

fil創n回 t) は同一支持細胞上に並立している助細胞枝上の助細胞と癒合する

(Fig. 3，A，D)。次にそこから長い第二次連絡糸〈鈴∞nd釘y∞nn配tingfila-

m聞のが発生して nema由民ium中を遠〈走って，散在している単立の助細胞

枝に達し，助細胞と癒合する (Fig.2; 3 ，C，E)。第二次連絡糸はいくつもの

単立助細胞枝と連絡する。 gonimoblastの細胞は助細胞に近い第二次連絡糸

上に，上方にむかつて分割され， 1個細胞，時として2個細胞である。これら

はそのまま大きくなって球形の果胞子となる。果胞子(伺叩田.pore)は直径

40-50p，円<， nema也氏i四 1中に散在する (Fig.2; 3 ，D， E)。助細胞から

は，しばしば上方にむかつて2-3個の sterileの小細胞を生ずるのが見られ

る σig.3，E)。
本種には四分胞子体と雄性体は見付かっていない。

本種はその葉体が薄<，殻状であること，表面が滑らかで光沢があること

非常に短い単細胞の rhizoidsを有すること，体表面にもり上った nemath配:ia

た中に大きな円い果胞子を生ずることなどによって，いままでに記載されの

αuoriellaのすべての種と区別することが出来る。本種は葉体の表面の形状
と色は Cruo1'iellanitida WEBER v. BoSSEに似ているが， C. nitidaは体

表面及び te紅白卯rangialnemathecia上に厚い粘質層を有しているのに対し，

本種では粘質層は体表面にはなく， nemath配iaの表面のものは薄い。また体の

内部構造と rhizoidsの形態が異る。

本種のTypespecimenは1963年11月12日採集の雌性体1個体で，採集者

は田中剛博士，現在までこの標本1個体しか得られていない。

Type 1凹alityは鹿児島県ピロー島沖，水深30mの海底である。
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Description of Speci回

Cruoriella elegans sp. nov. 

Japanese name: Iwagesho. 

Tha11us crust白鳥 thin，80-110μthick， up to 3-4 cm broad， irregular in 
shape， slightly calcified ex田:pt也esuper・ficial田:ll-layer，rather heavily伺ト
cified泊 thebasal layers， firmly adhering to old shells， with a few short 
u凶白11ularrhizoids issued from the undぽ surface，with no marginal frl配

lobes; tha11us surfa白 moderatlysm∞，th， lustrous， with no radial striations 
nor cracks， light pi出 orye110wish pink in color when dried; hypothallus-
ぽUs民間 fromthe under surface of thallns show a ∞nverging and diver-
ging fan-曲apedarrangement characteristic of Cruoriella; hypotha11us-ce11s 

in a s民tionalview are r，配tangular，10-20 p wide， 22-30 p long， 25-35μ 
high， in 3-4 layers， containing numerous starch grains; peritha11us consisting 
of 3-4 layers of sma11 flat cells standing not compactly in two rows 

on each hypothallus-田11，ぽllsgradua11y diminishing in height toward the 

白a11ussぽfa，偲， the upper most白11s8-1Op wide， ca. 3μhigh， mostly 
uncalcified， not ∞，vered with a special gelatinous layer; on maturity each 
uppermost ce11 of peritha1lus gives rise outwardly to two sma11田Ilsor 

n印刷h配ium-initial叫lswhich give rise to paraphyses and伺 rpogonial

branches and all of them are united wi也 agelatinous substan偲 toform a 

car卯，gonialfli印la出ecium;伺叩ogo凶alfli即lath田ia80-100μhigh，∞v出ng
irregularly the whole tha11us surfa，偲，∞，veredwith a thin layer of gelatinous 
substan白 paraphy:民sslender，∞mposed of 6-8 elongate伊l1s，not curved 
at apic回， s加pleorrarely 2-4 t加国 br釦 ched:carpogonial branch 3-celled， 

standing on the supporting白11which has b田ncut off from a nemath配ium-

initial ce11， trichogyne ca. 20 p long， hypogynal cell or也e目11benea出 it
plays the role of the sterile auxiliary田Ufusing with the fertilized回rpo・

gonium; g，回erativeauxiliary白IIbranch composed of 4-6白日s，s旬nd泊g
ei cher on the supporting白11of回叩ogonialbranch G∞Uateral auxiliary白H
branch) or dir，配tlyon a nemathecium-initial白11Csingle auxiliary偲11
branch); the出 rdor fourth ce11 from above of the∞Uateral auxiliary ce11 
branch plays the role of the auxiliary偲11fusing with the primary ∞nnect-
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CI1l，例'ellaelegans sp. nov.につu、て

ing filament issued from白esterile auxiliary田11after it had fused with 

the fertilized carpogonium; the鉛∞ndary∞m配tingfilament issued from 
the auxiliary cell on the ∞，11atera1 auxiliary但 11branch str，吋Z白血dfuses 

wi白血eauxiliary白 11on the single auxiliary cell branch; gonimoblast偲h

are cut off upwardly from the記condary∞nn民tingfilam回tat the pla白
n回rthe auxiliary民11，singly or回metimesin tw凶， and develop into large 

spherical carp回porl田， 40-50μdiam.， which are scattered in the nemathe-
cium. Tetrasporangial and antheridal thal1i unknown. 

Type sPfヨC加en:A single f四国lesp配加.en(NOZAWA， 63111) collected 
by Dr. T. Tanaka from the田abottom at a depth of 30 m， on November 

12， 1963. 
Type locality: Biro-jima， Kago~hima prefecture. 

The present new sp巴d田 differsfrom all the known species of CruO'Y-

iella in having a thin crustc配 thalluswhich is sm∞th加 dlustrous on 
surface， in having a few short uni田lIularrhizoids， and in its large spbぽical

回 rpospor，由民attered泊 theswelled nemathecium formed over the thal1us 

Sぽfa，偲. This speci田 resemblesCruoriella nitida W. v. BoSSE in the 

outer appearance and ∞Ilor of the thal1us surface， but differ from社 in出e
morphology of thalIus tissue and rhizoid and in lacking a白icklayer of 

gelatinous substan偲 onthe surface of vegetative thallus and nemath民ium.
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新著紹介

新著紹介

ホーレンパーグ・アポット著

10. M.スミス著モンタレー半島海藻」補遺

GEORGE J. HOLLENBERG and ISABELLA A. ABBOTT: Supplement to 

SMITH's Marine Algae of the Mon匂陀:yPeninsula. (Stanford University 

Press， S句ぱ'ord，Calぜ'om.ia，U. S. A. 1966. 130. pp. ~1 ， 500.) 

115 

本書は1944年発行の G.M. SMITH， Marine Algae of the Monterey Peninsula， Cali. 

fomia (S回 fordUniversity P陀ss，St組 ford，Califomia， U. S. A. 1剖4.vil + 622 pp.， 
98 pls)の補遺である。

本書では，その調査区域はさらに北へ.特に南の方へ拡げられている。そして同半島

の地図が掲載されたので，その生育地を知る上に極めて便利である。田の図はプレートで

はなくて掃図として入れられているので読者にとって利用し易〈なっている。本書の印刷

体裁全体は全〈スミス博士の原本に従い，また，その頁数は本書のものと同時に，括孤内

に原本の続きの頁が入れられ補選としての配慮が払われている。

本書には259頁の新事項が附加され，それらは各頁の縁の欄外余自に記号で印されて

いる。即ち， 1科19属55種がそのフロラに新たに加えれた。また，新しい命名規約に従い

2亜綱1目8科20属77種に変更が加えられ， 7属数種がそのフロラから除外された。 4目

9科23属18種の記載の訂正がされ， 2亜綱6目22科28属に新しい検索表が与えられた。さ

らに，分布の新記録，生活史，生殖法その他の新知識が1目3科3属18種について附加記

述されている。

日本海藻フロラの一種サピモドキがそのフロラに加えられたことは興味深い。ベニマ

ダラ属がイワノカワ属とともに，スミス博士に従いイワノカワ科として分類されている

ことは納得のいかない点である。 PetaloniaDERBES & SOLIER， 1850 (11ea FRIES， 
1回5;Phyllitis KUTZING， 1843)とIridaeaBORY， 1826 (=lridophyαlS SETCHELL & 

GARDNER， 1937)が属名保留として提案されている。

本書は一地域のフロラの補遺ではあるが，現在の海藻分類学の発達の現状を知る上に

極めて参考になり，また，補遺として原本に極めて忠実であることは読者にとって気持よ

く利用できる良い学術書である。なお， J. A. WEST (Madrono， 19: 61， 1967)がその

書評の中で三つの誤謬を指摘されているので参考にされたい。

(梅崎勇一京都大学食部水産学教室〉
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Dr. Friedlich Hustedtの言ト

ドイツ国プレーメンで生まれ育ち， 小学校の校長のままで終生プレーメンに住み，人も

知る珪1築学:の大家として偉大な足跡を残された。
1886年 (明治19年)12月15日生まれ，一昨年 (1966)80 

歳の誕生日を迎えられた後もなお(昨年も)研究発表があ

り，遂に病の床に|臥して本年4月1日永|民された。珪藻関

係の論文117編を超えるが，Pascber: Siisswasserflora von 

Mitteleuropaの Heft10. Bacillariopbyta (1930)その他

の大著は斯学に志す者の座右の苦ーとして親しみ深いもので

ある。ここに謹んで偉大な淡類学者の言トをいたみ，生前の

偉大な貢献をたたえたャ、。

(広瀬弘幸〕

学会録事

会員 移動

(昭和43年新名簿発行後8月20日まで)

新入 .o. 
"A 

住 所変更
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学会録事

名称変更

広島大学付属図書館福山分館(旧名水畜産学部分館)

寄贈文献

(昭和43年3月-43年8月20日)

ACTA BIOLOGICA VENEZUELICA， Vol. 5， Art. 9-11， 1967 

60TAHWiECKI1I'1 )f(YPHAJI， Tom 53， No. 1-6， 1968 

BuJletin of the Ocean ReぉarchInstitute， University of Tokyo， Nos. 1.2， 1967 

117 

KOSTER， J. T.: La Vegetation D'algues Marines de la Malaisie， Le Botaniste， Serie 

L.， pp. 272-277， 1967 

村上越代，猪野俊平，大森長明:ムカデノリの四分胞子発生について.藻類Vol.15， No. 

2， pp. 61-67， Figs. 1 -ill 1967 

内海区水産研究所研究業績ならびに研究成果一覧(昭和25年11月-42年7月).1967 
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118 学会録事

内海区水産研究所研究報告第25号.19町 、

南極資料(日本極地域観測隊の報告)31， 1968 

日本菌学会会報 8(1)， 1伺7

8 (3)， 1鉛8

OHMORI， T.: M<ぽpho伊回ticalSt叫i隠佃Lami~les. Biol. J叩九 OkayamaUniv.， 

13 (1-2)，即、 32-84，1967 

oce岨 R健闘chInstitute， Unive剖tyof To旬。， catalogue (1966-1967)， 1967 
東京大学海洋研究所業績集(1967年九 Vol.c6，.1968 

津村孝平:法藻類の珍奇な数種について (ll).関東学院大学工学部研究報告 13(1)， 

pp..73ー回， 1>ls. 1 -ll， 1968 

一一一一:ジョルジy.ドラフランドル著(エプロア類の研究)の紹介と注解(ll)，横浜

市立大学論議第19巻，自ィ然科学系列第2号， pp. 39-89， 1968 

横浜市立大学紀要， Series C-51， N口、 168，1967 

， Seri飽 C-52， No. 169， 1967 

， Seri図 C戸53，No. 171， 1967 

， SerII箇 C-54，No. 173， 1967 

， Series C-56， No. 176， 1968 

， Seri国 C-57， No， 179， 1968 
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投稿規定

会員諸君から大体次の事柄を御含みの上投稿を期待します。

1. ~菜類に関する小論文(和文l. 綜説，論文抄録，雑録等。

2. 原稿掲載の取捨，掲載の順序，体裁及び校正は役員会に一任のこと。

3. 別府Ijの費用は著者負担とする。但し小論文，綜説，給合抄録に限りその50部分

の費用は学会で負担する。

4. 小論文，綜説，総合抄録は 400字詰原稿用紙12枚位迄，其他は向上6枚位迄を

限度とし図版等のスペースは此の内』こ含まれる。

尚小論文，綜説に限り，欧文題目及び本文半頁以内の欧文摘要を付けること，欧文

は成るべく，英，独語を用いること。
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